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1.緒

本試験は明治 37 年 4 月(1 904) 以降、群馬l勝者ffi氷群臼チi二問・大字五料字小根111 関有林(アカ

マツに就き施行〉、及純野村大学土盤宇五郎山 fll中間有林(カラマツに就き施行)内!と於て施行し

たものであって令その第 1 同報告は林業試験報告第 25 鋭、第 2 I司報告は伺第 27 続ι稜表

し、本報告は共の後の経過に就いて取纏めたものである。

本報告即ち本研究第 3 悶報告調製を了するに営上東京借林局討議部調安課の諸氏故K耀代

高It時替林署長及び署員の各位に釣し深甚之主る感謝の意を表ずるものである。

(本試験の研究営事者は、試験開始以来大lE 5 年 (1916) 起は山林投手山間接一氏であって、

大正 5 年より昭和 8 年 (1933) 迄は林業試験場技研[î河匠E1~ である、共の後林業試験場投手佐

多一五氏専ら本試験の研究に従事して昭和 10 年に至上同氏の兵庫!践にïj等やるや林業試験場

投手大城川次郎氏之を引縫ぎ、さえいで同氏も昭和 14 年北交に特出せらるるや林業試験場技手

小池益夫氏共の後を襲0.今日に至ったものである。諸々!可年 12 月余は再び林業試験場技師を

拝命せる関係上、本報告は小j也氏を指導し取り纏めたものである、而して本報告の取り纏めに

も力を霊ました人々は佐多港大城、小池の三氏である、従って此の三氏を本報告の主査として

後表せしむるとと L したのである。 林業試験場技師川 EEl ?f~記す)

日. 試験の方法政に経過

(1) 方法の大要及標準地の商積

植栽の形を、正方形及1E三角形に分ち、その古関距離を 4 )ミ 5 寸、 6 )ミ、 8 )ての 3 種類と

し、一樹種毎に 8 倒の試験置を設援し、 1 試験直径に標準地を設定して、調主主の都度此の標準

地内の立木に付いて測定を行ひっつ今日に及んだものであるO 各試験直内標準地の面積を掲記

すれば、さたの如くである O

にユーまl. IT-'� "f'�" 

医;Q] d込 [豆沼

P. densi丑ora <19711330 
900 936 936 907 936 

アカマツ

L. Kaempferi 〈上2下4〉 7 34 258 266 258 56 
カラ マツ

備考:表中 4与とあるは 4 尺 5 す庄三三角形植栽区、庄三宮とあるは 4 尺 5 寸疋方形粧栽1圧を

意味し、他は之に準ず口以下本丈並に表中に於ては、悉くとの記慌を用ひた。

Notes. Thjs table shows area of each sample ploも.~斗 means plantatおn of 4 (Shaku) 5 

(Sun) triangle，広三Ð means plantation of 4 (Shaku) 5 (Sun) rec何時1e，ぷ込， I]JTI, 
~， [EQJ h制 likewise meaning correspondently each. 

坪 (Tsubo)口 (6.0j3.3)m2 尺 (Sbaku)= 1/3.3m 寸 (Sun) 口 Shakux1/10 



品2 林業 j除報告

第 1 悶及び第 2 間報告に於て記述した如く、本試験林は一面に於ては、共の樹種及び植栽

の疎密の程度を異にした 12 伺の林分であると同時に、他のー聞に於ては、等しく是等は針葉

樹のー湾問j鈴林分の集合であるから、現在の成林朕態は植栽の疎饗に依る影響と、一湾問齢林

の通有性よりの影響との綜合であると見倣して、前 2 同と同様にー湾向齢林の;構成欣態、と、植

栽疎密の影響とに分ちて調査するとと L したのであるO

(2) 試験の経過

明治 37 年 4 月以降、毎年相営の千入を行0.，逐次蔓切、除伐、枝打立立に間伐を施行し今日

に及べるものであって、令試験匿に於ける間伐同数立立に施行年次を表示すれば、ヨたの如くであ

る。

樹

手選

ア

カ

• 、

ツ

カ

フ

ーマ

ツ

間伐施 試 験
保; 考

行年月 ぷ弘 G;]] ぷ込 医亙1 ~ 自:Æ

大正く179年18〉3 月 :第 1 同 部 1 岡 間階伐施る数行字年月に於塔て(す〉を
せ は西を示。

プミ;区く18931;9三〉5 月 // 2 ゲ グ 2 '1 部 11司 都 1 問 由一

大工Eく11092年1〉10月 グ 3 グ ゲ 3 グ グ 2 グ グ 2 グ 館 11母 解 1 問
掲緩間記伐め林施す業行。試後験策報1 告同務報告部披を取fこ

大耳(目19年261〉0月 グ 4 グ ゲ 4 グ 組掲間伐記め施林す行業。試後賞験Z報Z 告i司報錦告町就を取に

昭和く159五3ド01)0月 グ 3 グ '1 3 グ

昭和(189年33〉11 月 ゲ 2 .'1 グ 2 グ

大E(139年14〉4 月 グ 1 グ グ 1 グ グ 1 グ 1/ 1 グ グ 1 グ
一

纏掲間記伐め林施す業行口後試策験報1 告間報務部告搬を取に大工E〈189年19〉8 月 グ 2 グ グヨグ グ 2 グ グ 2 グ ゲ 2 グ グ 1 グ

大Eく11952年6〉10月 グ 3 グ グ 3 グ グ 3 グ グ 3 グ グ 3 グ グ 2 グ 纏掲間記伐め林施す行業。後試紫験報2 告間報集告27披を取に
耳目手I(I1893333三1〉1月 グ 4 グ グ 4 グ グ 4 グ 11 4 '1 グ 4 グ グ 3 グ

Notes. This もable shows もhe dates of thinlling for each samp]e plo志 carrled ou七 durillg

from begining (1918) to 1933. 

111. 一斉同齢林の構成吠態

(1) 在径と樹高との関係

昭和 5 年 10 月雷時及び昭和I 8 年 10 月営時、間伐前の毎木調査の材料に就いて、樹高は

1 尺置き、直径は 5 分議きに簡約し、各標準地別に直径階別、樹高階別にその本数分布の欣態

を示せば、第 1 表(末尾に附す〉の如くであって、是等の本数分配表より[Ê[径階別平均樹高、樹

高階別平均直径を算出するときは弐の第 2 表の如くであるO



策 2 表其 1 直径段見IJ 平均樹高表

Table 2. (1) Mean heights for each diame旬r class. 
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2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 [1.0 8.5 10.0 10.5 11.0 11.5 12.0 

32.0 33.8 (35.2) (34.2) (お.7) (36.0) (37.3) (38.1) 38.2 38.4 44.0 39.0 

31.0 33.0 (35.2) (35.5) (36.6) (36.8) (38.0) (38.8) 40.6 38.8 40.2 ~-- ---48.0 

28.0 20.0 28.2 32.4 (33.3) (34.2) (35.0) (36.1) (36.0) (37.3) 38.2 29.3 40.0 37.0 42.0 • F 

26.0 20.4 30.6 (31.5) (32.7) (33.8) (34.2) (35.1) (36.7) 36.2 38.0 36.0 40.0 --

29.4 31.9 (30.7) (31.9) (34.0) (35.7) (37.7) (37.3) 39.0 M.1 41.5 42.0 38.5 _-

27.0 27.7 (29.6) (31.4) (32.4) (33.6) (33.7) (35.2) 3准.4 36:6 36.7 30.5 37.3 30.0 

35.5 37.5 38.3 38.7 (40.0) (39.9) (40.8) 41.9 42.5 42.8 43.3 46.0 

36.5 36.3 39.5 39 , 9 (40.3) (41.6) (41.9) 43.1 44.9 44.4 44.7 -_ ,53.0 

30.0 34.4 35.1 36.7 37.5 (37.8) (40.2) (41.J) 41.2 42.1 43.7 42.0 45.7 37.0 

28.0 27.7 32.5 35.5 36.1 (38.2) (38.1) (39.3) 39.6 41.3 43.5 39.0 42.0 

33.0 33.7 32.6 36.9 37.7 (39.3) (41.6) ,,41.4) 42.3 43.6 45.7 44.5 47.0 43.0 

29.0 30.4 33.6 33.6 35.1 (36.8) (37.6) (38.7) 38.7 38.1 42.1 41.6 42.1 43.0 45.0 --41.0 

38.0 41.4 (44.0) 47.7 

ぺ39.0) -

44.0 (44.5) 53.6 

41.3 (43.7) 47.2 

41.0 (44.3) 48.0 

41.0 ザ

40.0 40.5 45.0 48.3 

一 一ザ 41.0

44.0 45.5 50.0 

41.0 45.2 51.3 

43.0 45.8 49.0 

44.0 一一

50.8 (54.0) (55.3) 55.0 53.0 

39.0 (45.3) (48.0) 一

53.6 (55.2) (56.5) 62.0 61.0 61.0 

49.1 (51.2) (53.7) 53.0 55.7 _--

53.9 (54.4) (55.8) 58.2 60.0 57.0 

(50.3) (56.0) 57.0 57.0 ー

51.3 (54.1) (59.3) (53.5) 

42.0 (48.0) (50.3) (52.0) 

57.4 (57.9) (58.9) (60.3) 64.0 65‘ o 64.0 
50.2 (53.4) (57.6) (55.3) 61.3 

52.0 (56.5) (59.8) (58.7) 63.0 64.0 63.5 

ー (52.0) (58.5) (59.5) 57.5 

36.54土O.J弘4 

3釘7

3お5.12土0.13

33.59土0.14

36.11土0.24

33.24土0.18

40.39土0.17

41.66土0.17

39.20土0.19

36.99土0.22

40.29土0.26

37.21土0.22

48.21ごと0.47

44.38土0.93

54.55土0.43

49.54土0.45

53.96土0.48

52.50土1.15

40.50土0.58

48.00土0.95

57.57土0.56

51.82土0.56

56.86土0.56

55.10土1.12

Notes. The uniも of heighも“ Shaku" equals 加工/3.3 meter二 The uniも diameter “ SUll " equals to 1/3.3 x 1/10 me誡. 
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表一
叩L

4
n
l
 

道均平月日j桂-I~ず
P:-IJ 韓J其 2館 2 表

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 3D 40 41 42 

5.0 6.0 5.8 5.6 5.3 5.9 5.5 6.0 6.5 6.5 6.8 6.7 6.6 6.8 

5.5 4.0 6.3 5.0 5.8 5.5 5.7 5.8 6.1 6.5 7.4 7.0 7.4 

4.0 3.8 4.2 4.3 4.5 5.1 5.0 5.3 5.5 5.4 5.7 6.4 6.0 6.6 7.7 7.1 9.0 

3.0 - 4.5 5.4 4.5 4.2 4.8 5.2 5.1 5.7 5.8 5.8 6.0 6.3 6.6 6.8 7.2 7.3 

3.5 4.7 5.5 4.2 4.6 5.1 5.0 6.3 5.7 6.3 6.0 6.9 6.6 6.5 6.9 6.4 7.9 

4.0 4.5 - 3.8 4.5 4.8 5.4 5.0 5.4 5.6 5.8 6.2 6.5 6.6 6.4 7.0 7.4 8.3 8.2 8.3 6.5 

7.0 7.0 5.3 5.9 6.5 6.4 6.3 6.1 6.6 6.5 6.9 

5.5 - 6.2 5.0 5.6 5.7 5.6 5.8 6.4 6.6 6.6 

5.5 5.5 4.0 5.5 5.5 5.0 5.9 5.8 5.6 6.1 6.4 6.3 6.6 6.8 

3.5 5.5 _-- 4.0 4.5 4.5 5.0 5.1 5.5 5.0 6.0 5.9 6.3 6.7 6.8 6.9 7.5 

4.5 - 4.5 5.0 4.9 4.5 5.5 4.8 5.5 5.5 5.9 6.7 6.8 6.4 6.9 6.8 

4.0 - - 5.3 - 4.3 4.0 5.0 5.4 4.6 6.1 5.2 5.5 5.7 6.4 6.1 6.7 7.0 6.8 8.1 7.6 

4.0 

4.3 5.0 

4.0 

4.0 ー

4.0 一一 3.5 - 4.2 4.3 4.3 

5.0 _. - 6.0 

4.0 一一

4.0 

4.0 4.0 3.8 4.5 5.0 

5.0 5.5 

4.0 -

4.0 -

4.0 

4.0 一一

ム
回
ム
国
ム
図〈
品
目
ム
国
ふ
図〈ぬ
回
ム
国
ム
国今第 1 表の本数の現出欣態及び第 2 表の平均数値を遇税するときは、各林分共に、常に直

径の大なる程平均樹高高く、叉樹高大なる程平均藍径大となる傾向を認めるととが出来る。 ï投

らしめんが震に、相関上七を求めたととろもヨたの第 3 表の如き結果:に今是等の傾向を

直径と樹高との聞に於ける和樹比

樹種 年次 「椋関一上巨------..:.:._議t '験一一断 ~込 広三百 4込 恒三日 4込 {妄互i

五年和昭呂日
直怨相 i之封ず(''}るD樹.H高) 0.51土0.04 0.62土0.03 0.66土0.02 0.61土0.03 0.74土0.02 0.68土0.0344品2 の 関上七

00 ア
樹相高に訴す(7/るH直:D控) 

π明。E書ωコさ マヵ の関比
0.55土0.03 0.68土0.03 0.67土0.02 0.62土0.03 0.72土0.02 0.65土0.03

手八日刀l!1 152 2 
夜径示日に$:Íず(r;るD樹.H高} 0.46土0.04 。βI 土0.03 0.67こと0.03 0.75土0.02 0.69土0.03 0.72土0.02
の閥比

・ロロH H n ツ 樹の相高翻に謝比す(ヲるH直:n径) 0.51土0.04 0.63土0.03 0.64土0.03 0.70土0.03 0.53土0.04 0.73土0.02年

裁3 部
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Table 2. (2) Mean diameiers for each heighも class.

43 44 45 46 47 48 的 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 6~ 63 64 65 66 671 平均
(.j") 

7.8 

6.16土0.05

6.15土0.05

5.71土0.05

5.62土0.05

6.22士0.07

6.22土0.07

7.0 8.5 

7.0 7.5 

7.5 

7.0 6.0 

8.6 8.0 7.3 8.0 7.8 

A
V
 

nv 

,a, 

6.8 7.5 7.2 8.8 7.7 

6.6 7.1 7.5 7.5 7.1 7.8 8.1 

7.3 8.2 7.4 8.5 7.0 8.5 -7.0 

6.8 7.2 7.6 7.0 

7.3 7.0 7.8 7.5 7.8 8.1 7.7 8.5 8.0 7.8 8.0 

8.68.110.3 8.8 8.5 

-JO.5 

6.60土0.05

6.61土0.06

6.38土0.06

6.06土0.06

6.59土0.10

6.58土0.08

4.8 5.5' 4.5 4.7 4.8 5.2 5.0 5.5 5.4 6.0 6.5 5.8 6.0 6.0 6.5 

6.0 -一一日- -6.3 6.3 

4.5 4.5. 6.5 4.5 5.3 5.5 6.0 5.8 6.0 5.8 6.1 5.6 6.4 6.4 ー 7.8 7.0 

4.5 4.8 5.0 5.1 5.5 5.8 5.5 5.6 6.3 6.1 6.0 6.0 7.5 6.5 6.5 7.0 

4.5 -叩一- 4.8 6.0 5.7 5.8 6.0 5.8 6.0 6.0 6.5 6.7 6β6.3 7.0 -叩 7.0

6.0 ・一…臼 6.0 ザ 6.0 7.0 6.5 7.5 7.0 

5.16土0.07

5.87土0.14

5.88土0.07

G.64土0.08

6.07ニ!こ 0.07

6.25土0.19

4.0 • 4.8 4.9 4.8 5.3 5.5 5.5 5.5 5.6 5.8 6.3 5.9 6.0 6.3 6.0 

. 6.0 6.5 6.5 --6.8 

6.5 5~0 6.0 5.27土0.08

6.19土0.15

一一 4.5 - -4.5 •- 5.5 5.0 叩 6.0 6.3 一一 6.1 6.0 6.0 5.9 6.2 6.7 6.5 6.5 ・ 7.0 8.0 6.8 6.01 6.1 9ニ!こ 0.09

4.3 5.0 4.5 5.5 4.5 4.8 5.5. 5.5 5.3 5.8 6.3 6.2 5.8 6.5 一一 7.5 6.0 7.0 

4.3 '1.5 4.5ι 一一 4.8 5.5 5.5 6.0 6.5 6.3 0.3 6.3 6.3 7.0 6.3 6.G 7.3 7.3 6.8 7.8 

'1.0 一一一白匂 6.0 吟…吋 0.5 尚一日- -6.5 6.8 7.0 7.5 

5.66土0.0:)

6.35土0.00

6.40土0.21

を示しみたので、ある。

邸ち悉く してゐるのみでなく、こ才L 1 I司報告官時に求めて得た 30

組の梓七及び第 2 I司に於ける 12 *旦の相IffRl比ι、今岡の分を迫力nするときは、安に 6G 組と

なり、との中に於て一つの例外もなく i再三えの関係を示してゐるのである O とのととは期・かる…

ぐl'able 3 Correbtion ratios existing beい，veen D. ancl H. 

j議租 Æ込 区三百 ど《弘 垣五! ぷ込 区]]

とE.... 
C吉

弘 7]
向
CJ 
.~ 

~フ
r' 

C)_吻
口、

凶
M ツ
'r吋
1-< 
c::: 
は

0.85土0.0310.85土0.0710.81土().0310.78土0.0410.86土0.0310.91二!こ O、04

0.87土0.0210.89土0.0510.92土0.0210.85土0.0310.81土0.031 1.00土0.00

0.80土0.03 1 0.\)8土0.0110.75土0.0410.85土0.0310.85土0.0310.91 土 0.04

0.87土0.0211.00土0.0010.78土 0.0"1: I 0.84土0.0310.87土0.02
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湾問齢の針葉樹林内に於て、之を構成する個々の樹木は、直僅と樹高とが互に相関係して饗佑

するものであると云ふととを示して居るものであって、此のことは一斉向齢の針葉樹林の顕著

な特徴として確認するととが出来る様になったのである。向昭和 5 年及昭和 8 年の調査に依

るときは、アカマツ林に於ける直径と樹高との間に存する相関比の数値は、殆んど全部カラマ

ツ林に於けるものよりも小で、あって、之を第 1 I国及び、第 2 同の報告恥轡の嘗時に比較すると

きは、との傾向が;径と議員著になって来るのを見るのである o gpち斯かる現象は樹種毎に具有し

てゐる特性に因って生やるものと推断するととが出来るのであるO 今敢に A なる樹種からた

る一斉向齢林があったとすると、共の中で劣勢に墜ちた樹が受光量不足の震に、直ちに枯死す

るものとすれば、兵の同齢林は常に註倍、樹高が比較的に揃って来る傾向がある理であるO 之

に反して設に他の B なる樹種からなる一斉同齢林があったとすると、共の中で劣勢に墜ちた

樹が荷揚の A 宏、る樹種の場合に比して、受光量不足の震に枯死することが遮いとすれば、此

の B 友る樹種の同齢林は他の依件同ーと見たるときに、 A なる樹種の同i自治林に比して常に直

筏、樹高は不揃の程度が高くなる理であるO 部ち換言すれば!、直径と樹高の間に存する相関比

は、 B なる樹種の場合の方が A なる樹種の場合に比して、共の値が大と主主る傾向を生宇る理

であるO との克方に立って見れば、カラマツとアカマツとの聞に於て、新かる相関比の値の上

に開きを生じたととは、カラマツの方が劣勢に墜ちても、アカマツに比して枯死するととが遅

いととを意味するものである。卸ちカラマツの方がアカマツに比して陰性高きものであるとと

を示して居るものと見るととが出来る。 備とのととはアカマツ林に於ける平均樹高の務異係

数、カラマツ林に於ける平均樹高の務異係数を比較して見るときに(第 18 表参照〉カラマツ

林のそれの方が、アカマツ林のそれに比して和と大友る傾向を見せて居るととからも考察し得

るのである。

(2) 直径に謝する校下高の饗佑

各個樹に付いて地上より最下生校の後生結迄の高さを校下高として、各直径におする校下高

階別本数分配表を表示すれば、第 4 表(末尾に附す)の如くであって、今是等の表より直径贈

別平均校下高を算出すれば、-:þ(の第 5 表の遁りであるO

而して第 4 表に於ける本数の現出欣態及第 5 表に於ける平均数値の縫佑欣態を綜合して観

察してみると、共に直径と枝下高との間には何等の関係、的一定傾向を示して居ない。今第 4表

より寵筏に鈎する校下高の相関上とを算出すれば第 6 表茶ヱの如くであるO

即ちアカマツ林に於ては第一回及び第二悶報告と悶様に、悉く低ヲえの相関関係を示し、叉カ

ラマツ林に於ては比較的高次の相関関係を示してゐるのを見ることが出来る。市して第 5 表の

数字に就いて見るに、アカマツ林に於ては第 2 同報告に記せると同様、依然として金林間ーた

らんとする傾向の相営に額著在るものあるを見るのみたらすヘ見方によっては直径の小なるも

の却って枝下高大となるの議傾向さへも認め得るのであるO 之に謝してカラマツ材、では如何と



安~ 5 表置怨段別平均投下高表

Table 5. lV�ean clear lengもh for each diameもer.

事I主主
平均
(尺〉竺戸市

ぷ込

旺~

4込

宣;QJ

4込

~ 

日立

吋 i 和2
4 ア i 五.~
¥l.J M 

uj 年
C古カ
畑
。

副

首マ
ωI n7J 
'"0 1"口

~ ,,> I 和むつ
ぎツ i
.ロ i 八。
向|阿

年

ﾟ゚ 

ﾕﾏJ I 5fll:: 
g ヵ i 五5
.5-j 年
玄フ

S 
aJ 
d 
U-;守

日 l 昭
ミッ|手BS
H I 八。

F叫

年

ム
回
ム
図
ム
図
一
〈
品
目
ム
回
ム
回
一
〈
品
目
ム
国
ム
図

2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0 10.5 11.0 11.5 ]2.0 

17.0 20.3 18.6 17.1 17.7 17.4 17.3 17.3 17.1 17.4 16.0 15.0 

21.0 19.0 19.2 ]8.3 18.6 18.1 16.5 18.0 17.9 15.8 16.0 一一 16.0

17.0 15.5 17.5 19ユ 17.9 [8.3 17.6 17.1 16.5 16.9 18.2 17.3 14.8 15.0 16.0 

16.3 16.2 16.5 17.0 16.9 17.5 16.4 17.4 16.7 14.9 16.8 17.0 13.0 

16.0 17.6 15.6 15.7 15.9 16.1 17.0 15.7 16.4 18.1 13.9 12.0 10.5 

16.7 14.3 15.2 15.6 14.4 15.1 14.7 15.1 13.4 14.] 13.7 11.5 13.0 10.0 

24.5 22.0 22.1 22.3 23.8 21.5 21.0 2].1 21.3 21.1 20.3 25.0 

21.5 23.0 23.3 22.7 22.6 22.4 22.5 22.9 21.8 20.6 22.0 ー- 23.0 

22.0 20.8 21.4 22.0 20.7 21.4 21.6 22.1 ヨ1.0 19.3 21.8 16.5 18.0 18.5 

18.0 19.6 20.2 20.9 20.3 20.2 21.6 20ユ 19.2 18.9 18.0 17.5 15.0 

21.0 20.4 21.3 21.0 18.6 21.8 21.0 21.6 22.6 18.9 20.2 19.5 19.0 14.0 

17.0 19.2 21.0 19.3 20.9 20.2 20.1 19.1 19.8 18.9 20.0 17.9 18.1 14.5 17.5 --19.0 

23.0 24.6 23.3 23.8 24.6 27.2 25.0 24.0 14.0 

17.0 - 17.0 22.8 16.0 。

23.0 23.5 29.2 27.8 24.4 24.3 29.0 21.0 28.0 

22.3 23.0 24.0 23.3 24.0 22.8 14.0 22.0 

20.5 26.7 22.5 26.6 26.8 25.5 27.2 29.0 25.5 

26.0 一一- 22.3 24.5 26.0 21.0 

26.0 25.8 26.0 24.5 2生.4 28.1 25.3 27.5 

15.0 20.0 22.0 23.8 22.0 

22.0 24.0 28.0 30.6 27.3 27.4 25.6 29.0 26.0 28.0 

23.3 23.8 26.3 25.2 23.0 24.9 19.7 26.7 

20.0 29.0 25.0 25.5 29.0 28.5 27.9 27.0 27.0 24.5 

30.0 一一- 22.3 25.0 25.5 28.0 

17.33土0.13

17.90土0.14

17.49土0.12

16.82土0.12

16.07土0.16

14.84土0.13

21.6 土0.1 4

22.5 土0.17

20.8 土0ユ6

20.0 土0.15

20.6 土0.21

19.6 土0.16

u
w
法
4

え
持
パ
」
向
、
」
ゆ
ι
吋

24.21土0.32

19.63土1.16

25.84土0.41

23.20土0.38

26.00土0.36

23.70土0.57

25.7 土0.35

21.8 土1.23

25.4 土0.67

24.5 土0.31

27.8 土0.36

25.4 土0.67

Noもes. On もhe unit of lengもh “ Shaku" and of diameter “ Smγ， see Table 2. トド
-1 
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策 6 表其 1 直径に謝する枝下高の本日開比

Table 6. (1) Correlations existing・ beもween diameもers and clear !engもhs.

去ふと、林分毎に共傾向を異にして、或る林分は直径小なる程校下高高く、叉他の或る林分は

直径大なる程校下高高き傾向が認め得る様であるO 拾に於て、林分毎に直径の饗千七に伴ふ枚下

高餐佑の方向を、符読の上に求めんととを企回しでも直径におする校下高の相関係数を算出せ

しに、第 6 表共 2 の如き結果を得たのである。

ぷ込

庄三百

~ 

[[Ql 

4込

[豆沼

脅~ 6 表其 2 試験1亙別、直径に封する校下高の相関係数

Table 6. (2) Correlation c00fficien旬。xisもing b凶ween diameters 

and clear ~lengもhs for each sample pIot. 

アカマ ツ カラ マツ

P. densi丑ora L. Kaempferi 

昭和五年 昭 1和9 八年 昭 1和9!近年 昭 1和9 八年
1930 33 30 33 

-0.135土0.048 -0.1 94土0.047 -0.008土0.090 +0.136ごと0.089

-0.225土0.047 -0.095土0.049 十 0.072土0.237 十 0.453土0.190

-'O.176こと0.040 -0.131土0.050 -0.1 34土0.095 十 0.041土0.096

-0.021土0.042 -0.1 73土0.050 -0.120土0.095 -0.047土0.095

-0.084土0.051 -0.075土0.051 +0.1 85土0.093 +0.009土0.096

-0.206土0.047 -0.161土0.048 -0.1 38土0.209 -0.057土0.213

此の表に依るとアカマツ林に於ては共の符践は悉く負を示してゐる、叉カラマツ林に於ては

林分毎に正負ーたらざるを示してゐるO 然しながらアカマツ林に於ては例外在く負を示してゐ

るものが、カラマツ林に於てEのものが出ると去ふととは要するに、樹高不捕の程度がカラマ

ツ林の方が大である結果、直径大なるものが悶11寺に、校下高も大となって来る傾向あるを示し

て居るものの様であるO 向進んで、然らば此の事賃上りアカマツ林に於ては、直径小夜るもの程

校下高大となる傾向あるととを一般に認めてよいかと王寺ふと、これは英の傾向を認めるととは

倫阜の嫌があるのである。何と友れば、第 6 表共 2 に示したる相関係数は、英本数の{直が非

常に小であって確率誤差の値との比較上、共の significant (有意味)なるを認め得るものは、

総数 12 偲の係数の中辛じて共の半数のみであるからであるO



アカマツ及びカラマ 壬ヲ

を概論すれば、俸と校下高との関係は、アカマツ林に於ては依然

として直径の大小と

は、

る傾向が袖現はれ蛤めたと

(3) 

く、全林[f:I)ーたらんとする傾向を応として店主にいが、カラマツ林で

と激しきにnなひ、樹高大なるもの同時に枚下高も大たらんとす

るとと るのである。

1 

と記す)今Ilrjf/\(前の状態に就いて控除?川、

を;竪び、も jよどが地上に投宇る

したのである。(以下横校の蝦張

7 存〔末尾

を )Jとむれば、すく

寸
一
」

して 主r

に附す 1 のまn くであって、

りである

より弁林分に就い

あり〉。

て見ると、本:数の現J土t! JI犬態及平均数値の鑓千七のJ伏態は、共に@p 7 8 

@:q.豆大となるに従rJ;f支張亦大となるが如く られたので、進んで直控に到する枚張の相関比

を算出したるに、その結果は第。表の古n くである。

完~~~ D ミ.百 ;Nf I亡却する枚張の本11 蹄比

'l'able 9. Corrolation ratios existing btween òiárnet】er・s ancl R. of branch. 

L. K乱。mpf円。i
カラマツ

アカマツ

悉く

のである。 は

となっ

しては直筏大になるに従ひ

枚張大となる傾向を、

( ~1) 以上の摘要

ある。

る O 訟に於て是等の傾向

た。市して直傑と

に関係

は、布、相片品の註俸と樹高と

となるに従ひ樹高亦大と夜札逆に樹高大となるに従ひ

山市山 1-\.'''-門川， ;1白山 古川と関聯して縫イ:t;し、直極大とな

より克κ顕著とたりしととを確認し得たのであ

樹林の構5:1U二の特俄として再確認するととが出来

との関係は前向の調査に於てはカラマツ林の弁相樹の枚下高は、

は互に関係して鑓佑する、邸

となる傾向がある。

るに従ひ枚張大となる簡向は

るものと思惟せられるに至ったのであるが考今 i可の調査に於ても'向との疑ひ

あるを恕はしむるものがある。而してブカマツ林に於ては依然として直筏と校下高の関係は極



繋 8 表 置経常別平均投援表
C むE

Table 8. Mean R. of bI・anch for each diame志er class. 

概|年次!苧 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0 10.5 11.0 11.5 12.0 平〈尺〉均

8.0 6.0 ・ 8.2 8.8 8.8 10.3 10.8 11.8 11.5 12.2 14.0 14.0 10.22土0.11

昭 区三百 7.0 . 8.0 8.1 9.1 10.1 10.8 12.3 11.7 11.8 12.6 14.4ー- 11.0 10.81土0.11

N 手口。
むつ

ぷ込 5.0 4.5 6.8 6.8 8.0 8.7 9.3 10.5 11.2 11.1 11.4 12.9 14.5 13.0 16.0 9.66土0.10

ぷ<1) ア 五。
F吋 [[QI 5.3 6.2 6.9 8.1 8.7 9.9 9.8 10.5 10.7 12.2 11.5 13.8 14.0 9.43土0.10

∞ 年 4ふ 7.2 7.6 8.7. 9.7 9.9 10.0 11.5 11.4 13.7 13ユ 14.5 15.7 13.5 10.90土0.13

司。自@思マカ
区豆 6.3 6.0 6.9 8.1 8.6 9.8 10.5 10.9 11.7 12.4 13.1 12.5 14‘7 15.0 9.80土0.13

4込 7.5 7.3 9.1 9.1 10.3 10.0 11.6 12.4 12.9 14.4 14.7 10.0 11.09土0.12

昭 区三百 7.0 8.5 9.0 9.7 10.2 10.5 12.3 12.3 12.7 13.4 14.8 -- - 15.0 11.06土0.11

・P告。~宣4 ツ
和的 ぷふ 7.0 5.8 7.4 8.2 9.310.4 9.8 11.8 12.4 12.4 12.9' 16.0 15.7 14.5 10.24土0.14

c。

八。 医})] 7.0 7.9 7.5 8.6 9..3 11.0 11.5 11.5 11.4 13.4 12.0 13.0 n必 10.35土0.13
F・4

年 4込 5.0 7.4 8.8 9.0 9.4 9.9 11.1 11.2 10.6 13.6 14.6 15.2 17.0 17.3 11.05土0.16

震Æ 6.0 6.2 8.2 7.9 8.4 9.5 10.5 11.2 12.2 13.1 ]2.8 14.5 15.7 13.5 18.5 - _-16.0 10.48土0.16

~ 6.0 5.6 7.3 8.1 7.8 8.3 8.0 ]3.0 7.61土0.13

l� 庄三宮 9.0 - 7.0 8.3 10.5 8.75土0.29 lH 

∞ C古電 和。 ぷ込 6.0・ 6.5 7.6 7.5 8.8 9.3 11.0 11.0 ‘9.0 8.45土0.15 -r 
力五町∞主

箆&l 6.7 6.7 7.0 8.1 9.0 8.9 9.0 10.0 8.10土0.14 r十F・4

5凶に自ω H EC 2 おマフ
年 4込 7.0 6.7 7.5 8.0 8.6 8.8 10.3 9.0 11.5 8.67土0.15 議

医~ 6.0 一一- 9.3 9.0 9.5 9.0 8.90土0.22

4込 6.0 6.1 7.5 8.5 8.7 8.9 9.0 9.5 8.22土0.13

3M H ツ
t゚i lTIl 8.0 6.0 10.0 8.3 9.0 8.25土0.26

和∞ 4込 6.0 8.0 11.0 8.4 8.4 9.3 9.8 11.0 12.0 9.0 8.80土0;37
亡。

八。 区立] 6.0 7.3 8.4 8.6 8.7 9.9 9.0 9.0 8.54土0.14
,....; 

年 4込 6.0 6.8 6.0 8.D 8.3 8.8 9.3 9.5 10.0 9.5 8.53土0.15

度~ 5.0 一一一 8.3 9.5 8.5 11.0 8.80土0.37

Noもes. On the unÍも of leng出“ Shaku" and of diameもer “ Sun" see Table 2. 



アカマツ及びカラ寸ツ植栽の疎容が成林j!た態に及ぼす影響 51 

めて低槌的であって、金林を通じて校下高は一定たらんとする傾向あるを認めしむるのであ

る。

植栽の疎密が 11町歩合(並に 1 間賞)

本数百材積に及ぼす;影響

(1) 植栽の疎密と本数減少との関係

各試験匿に付て標準地面積及び試験開始官n寺より現在に至る迄の問、各測定n寺に於け

本数縫佑の;伏態を表示すれば、次の第 10 表の如くである。

紫 10 表

Ta.ble 10. Decreasing course of tree number爪

(Acもual numbers in each sample ploも叫もhe time insもお凶1y.)

(か1e まっ
n日i珪Ora. M斗 {五百 .~ 巨JTI 4込 度;Q] {市i 考

標準地面税(坪〉 930 900 9゚6 936 907 936(1) 

埴 イす 本 数 1,Û6() 1,677 1,080 934 554 53D( ヨ〉 明治三-I~七年春季植栽

自 占ザミ 減 j.' 620 410 98 127 45 32(3) 

大正 RH 年三三 )J 1,349 1,267 982 807 509 507(4) 枝打施行

lli タ“(>，I.~ 台北 & 116 62 43 47 17 3(5) 

大五七年三三月間伐前本数 1，口:ci ù町0内 1,?05 D39 760 492 504(6) 

向上 11司伐本数 480 431 …ー("' ) 

く3!;) (38.8) (35.D) L.:~込百三百部一岡市j段

ドd 上 残存本数 753 774 939 760 492 504(R) 

大正八年正月間伐本数 180 223 4.16 310 日ーぐ g)

く3!;) (12.9) (18.5) (44.3) (40.8) (ムぷ込回毘m 告都書一ニ向i司 iii間q伐伐
同上 残存本数 573 551 リr:: <)μリり 450 492 504(10) 

自 “日日正d曜 減 少 10 10 16 7 19 n(Jl) 

大正十年十月 n日伐前本数 563 541 507 443 473 493(12) 

I可上 n丹伐本数 268 250 228 180 I 291 300Cl3) 

lA44込込園匡IE2E2 都部常三二一再同回開間開伐伐伐く~ò) (47.7) (46.2) (45.2) (40.6) (61.5) (60.9) 

向上 残荘本数 295 291 279 263 182 193(14) 

自 ゑよと 減 少 1 3 2 一一(15)

大正イヨ五年十月間f右前本数 294 288 279 261 182 193(16) 

向上 間伐本数 98 101 一(17) ぷ込匹盟都四|弓 I間伐

(3!;) (31.1) く35.1)

向上 残存本数 186 187 279 261 182 193(18) 

自 然 減 少 1 1 7 3 5 1(19) 

昭和五年十月間伐前本数 195 186 272 258 177 192(20) 

向上 間伐木:数 98 87 一一(21) ぷ込i]:;QJ弾三間 íHJf立

く%) (36.0) く33.7) 一

向上 残存本数 195 186 174 171 177 192(22) 

自 !I)と 減 少 1 1 2 3(23) 
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あP. dかensiまfJorっa ぷ込 庄三百 ぷ込 l]Jj] ぷ込 [豆Q]

昭和八年十一月間伐前本数 195 186 173 170 175 189(24) 

向上 間伐本数 53 50(25) 

く%) (30.3) く26.5)

向上 残存本数 195 186 .173 170 122 139(26) 

営初本:放に謝するのρ (9.9) (11.1) (16.0) (18.:3) (22.0) (25.8) 

から まつ
ぷ込 区~ ぷ込 広:9] ぷ込 区司L. }ζaempferi 

標準地面積く坪〉 247 34 258 266 2G8 56(1) 

植 イナ 本 :数 564 69 326 284 187 3(i(ヨ〉

自 f与 減 j;- 120 11 53 16 11 2(3) 

大広三年間 f右前本数 444 58 273 268 176 34(4) 

向上 間伐本数 173 23 89 67 7 宇一(r5)

く%) く39.0) く39.7) (32.6) (25.0) く4.0) く0.0)

向上 残存本数 271 35 184 201 169 34(6) 

自 #lk 減 j;- 8 1 7 4 一 (7 ) 

大正八年間 f右前本数 263 34 184 194 165 34(8) 

戸j 上 間伐本数 144 19 87 96 70 15(9) 

く!!ü (54.8) く55.8) (47.3) (49.5) (42.4) (44.1) 

向上 残存本数 119 15 。7 98 85 19(10) 

自 然 減 0> 3 1 2 一一(11)

大五十五年十月間f右前本数 119 15 94 97 93 19(12) 

同上 間伐本数 63 7 45 47 44 9(13) 

く%) (52.9) (46.7) (47.9) (48.5) (47.3) (47.4) 

向上 残存本数 56 8 49 50 49 10CH) 

flg 和五年十月 56 8 49 50 49 10(15) 

店 然 減 j;- 1 ー (16)

昭和八年十一月間伐前本毅 55 8 49 50 49 10(17) 

同上 間 1~ 本数 21 。ゐ明 19 18 19 3(18) 

く%) (38.2) (25.0) (38.8) (36.0) (38.8) (30.0) 

向上 残 i 存本数 34 6 30 32 30 7(19) 

首初本数に ~iずるく%コ く6.0) (8.7) (9.2) (11.3) (16.0) く 19.4)

Noもes. Tbe uniも of area “ Tsubo" eq uals 6 x 6/3.3 x 3.3 m '! 

Pinus densifl.ora S. e色. Z. 

( 1) Area of sample ploも (uniも“ Tsubo").

(2) Numbers pla凶ed at 宣rsも (1904).

( 3) Numbers diminisbed natural1y 1904-1915. 

( 4) Numders at 1915 on wbich date cleanil1g cu抗ing is carried 0叫.

( 5 ) N umbers diminisbed naturally 1915-1918. 

長5 三降J 

4ふI玄]]策ニ同Fl司伐

昔前 考

明治宝十七年春季植栽

部一回間伐

ー第二間 fi町立

務三間間伐

務~l同間伐

( 6) N umbers at 1918 on which date firsも tbil1l1ing is carried ouも for plo加 4込， 涇]. 

(7) Numbers fallen by the 韮rsももbinning.

(8) Numbers おもanàing afもer もbe もhinning.

(9) Numbers fallen dy もhe second tb:il1nlngs for もhe sample plots. 
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(10) Numbers sもand.ing afもe 1' the もhinnings.

(11) Numbe1's diminished naturally 1919-1921. 

(12) Numbe1's at 1921 on which date the thircl もhlnning・ fo1' sample ploお 4込，!TIl， the s問ond

thinning fo1' s. p. ~，店主J，も11e 五r8ももhinning for ぉ. p. .~， [゚Q] a1'e car・riecl out. 

(13) Numbe1's fallen by も11e thinllings. 

(14) Numbers 前anding afもe1' the thÏlmin伊・

(15) Numhers diminished naturally 1921-1926. 

(16) Numbers aも 1926 on which date th� fourth thinning for s. p. ~， !TIl carried 0凶.

(17) Nurnbers f:丸llen by tlw thinning. 

(18) Numbers standing afもer 1;he thinning. 

(19) NUlYlbers climinished naもurally 1926-1930. 

(20) Numbors at 1930 on which daもe H1G t.hird t.hinning fo1' s. p. ~，百三II carried ouι 

(21) Nnmbe1's fal1cn by the thinning. 

i22) Nnmbers sも乳nding afωr もhe thinning. 

(23) Numbers diminished naturally 1830-1933. 

(24) Numbers aも 1933 on which date the second thinning for s. p. ぷふ毘Æ car1'ied out. 

(25) Numbers fal1en by the もhinning.

(26) Nmnbe1's st.an(ling after もho もhinning.

Larix Kaempferi Sarg. 

( 1) Area of sample p10も. (Uniも“ Tsubo け)

( 2) Numbe1's planted at 五rst (1904). 

( 3) N nmbers diminisheh natnrally 1904-1914. 

( 4) Numbers at 1914 on which daぬも11e 世間ももbinning carried ont. 

( 5) N mnbe1's fallcm by the もhinnin払

(6) Numbers stiandillg aft.e1' the もhinning.

(7) Numbers c1iminished naもurally 1914-1919. 

( 8) Numbers at 1019 on which (1at� the second thinning ca,rried out, 

( 9) Numbers fallen by the もhinning.

(10) Numbers sもanding afte1' the thillning. 

(11) Nnmbe1's dim匤ished naもU1'乱11y 1919-1926. 

(12) NUl1lbe1's at 1926 on which date 山e third tLinning carried 0凶.

(13) Numbers fallon by the thil1ning. 

(14) Nmnbers 叫anding afもe1'もhe thinl1ing. 

(15) Numbers at 1930 on which c}ate measnr�g about each もree carried out. 

(16) Numbe1's diminished nnもur叫1y 1930-1933. 

(17) Numbers a七 1933 on wbich (b,t.e the fourth tllinnﾍng carriec1 ouも.

(18) Numbers hllen by the thinning. 

(19) Numbers stanc1ing afもe1' the thilluing. 

此の古布本数を 1 ド1]"歩営り i及び 1 陥蛍りに換算すれば、ヨたの第 11

ある。

L , ;1毛 2 の通りで
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紫 11 表其 1 (1 I町歩賞り〉

あP. か siまfl っdensiflora ぷ込 庄三百 ~ 箆)[] ぷ込 医;Q] 備 考

植 イナ 本 数 6,352 ι589 3,461 2.993 1.832 1.727 

自 然 減、 少 2ρ00 1,367 314 407 149 103 

大正 四年 月 4,352 4,224 3,147 2,586 1,684 1,625 

自 然 減 & 374 207 138 150 56 10 

大正七年三月間伐前本数 3,978 4,016 3,009 2,436 1,627 1,615 

同上 間 1Ji.:本数 1,548 1,437 一一

に%) (38.9) く35.9)

向上 残存本数 2,430 2,579 3,009 2,436 1,627 1,615 

大足八年五月間伐本数 581 743 1,333 994 

く%) く12.9) (18.5) (44.3) く40.8)

向上 残存本数 1,849 1,836 1,676 1,442 1,627 1,615 

自 然 減 & 32 。dりd 51 22 63 34 

大正十年十月間伐本数 1,817 1,803 1,625 1,420 1,564 1,581 

向上 間伐本数 865 833 731 577 963 962 

(%) (47.7) (46.2) く45.2) (40.6) (61.5) (60.9) 

向上 残存本数 952 970 894 843 602 619 

自 車ミ 減、 少 ぇ年予P 10 6 

大正十五年十月間伐前本数 949 960 894 837 602 619 

向上 間伐本:数 316 337 

くJ-{) く31.1) く35.1)

向上 残蒋本数 633 623 894 837 602 619 

自 f!.~ 減 少 3・ 3 22 10 17 3 

昭和五年十月間伐前本数 630 620 872 827 585 616 

向上 i前伐本数 314 279 

え%) く36.0) く33.7)

向上 残存本数 630 620 558 548 585 616 

自 然 減 少 1 4 3 6 10 

昭和八年十一月間伐前本数 629 620 554 545 579 606 

向上 間伐本数 175 160 

く%) く30.2) (26.4) 

向上 残存本数 629 620 554 545 404 446 

蛍初本数に語fナる σの く9.9) く11.1) く16.0) く18.2) (22.1) (25.8) 

かL.Kらaemまpferっi ~斗 区三百 ~ 区到 ぷ込 区Q] 備 考

植 付 本 数 6,850 6ρ88 3,791 3,203 2,174 1,929 

自 然 拙‘ 少 1,458 971 616 180 128 107 

大五五年四月間伐前本数 5,393 5,117 3,174 3,023 2,047 1,822 

向上 間伐本数 2,101 2,029 1,035 756 81 

(%) く39.0) く39.7) く32.6) く25.0) (4.0) く0.0)

向上 残存本数 3,292 3,088 2,140 2,267 1,965 1,822 

自 然 減 少 97 88 79 47 
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か kらaemまpfe っL. Kaempferi ぷ込 区三百 ぷ込 [[]J ~ 医Æ 昔話 考

大正八年八月間伐前本数 3,194 3,000 2,140 2,188 1,919 1,822 

向上 間伐本数 1,749 1,676 1,012 1,033 814 804 

。の く54.8) く55.8) く47.3) く49.5) (42.4) (44.1) 

i河上 残存本数 1,445 1,324 1,128 1,105 1,105 1,018 

自 然 減 少 35 11 24 

大息十五年十月 n町立前非こ数 1,445 1,324 1,093 1,094 1,081 1,018 

Iríj 上 n号伐本強; 765 618 523 530 511 482 

く%) く52.9) く46.7) く47.9) く48.5) く.17.3) (47.4) 

l河上 残存本数 680 706 570 564 570 536 

日目 手fI 五年十月 680 706 570 5M 570 536 

自 主お 減 少 12 1 

昭和八5r~-十一月間伐前本数 668 705 570 564 570 536 

向上 11司伐本数 255 176 221 203 221 161 

く%) (38.2) く25.0) く38.8) (.35.9) く38.8) く30.0)

向上 残存本数 413 529 349 361 3.19 375 

常初本款に到するくJ~) (6.0) く8.7) く9.2) く11.3) く16.1) く19.4)

務 11 表其 2

Table 11 く2) Decreasinぇ course of tree numbers‘(1'or 1王eküu)

あP. dかensiま丑Oraっ 庄三2 ぷ込 白羽 I~込 [KQ] ~iG 三d終

0,405 5,636 3,4HO 3,018 1,847 1,741(1) 

2,017 1.377 317 410 1M) 102( 2) 

4,388 4,259 3,173 '1,608 1,698 1,639(B) 

377 210 139 152 57 11(4.) 

/1,011 4,049 3,03/:1: 2,456 1,641 1,628C i�) 

1,561 1,449 (n) 

586 749 1,344 1,002 工'7)

1,864 1,851 1,690 1,454 1,641 1,628(8) 

、町，五向」 心円。り 51 22 ! 64 34( 日〉

1,832 1,818 1,63\) 1,432 1,577 1,5\)4(1 0) 

872 8.:1:0 582 970 ¥)70(11) 

960 978 901 850 607 624(12) 

イ、J3, 10 G pω(l;l) 

D57 968 901 844 \32i1p心

319 340 必 _(15)

638 628 901 844 624(J6) 

3 3 22 10 3(17) 

¥335 879 834 621(18) 

317 叩(1 9)

dド53 590 621(20) 

4 6 I 10(21) 
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からまっ
L. Kaempferi 

植付本

自然減少

大正五年間{右前本

間伐本

残存本

自然減

大正八年間伐前本

間伐本

設存本

自然減

大正十五年十月

間 伐 ヌド

残存本

昭和五年十月

自然減少

昭和八年十一月間伐前本数

間伐本

残存本

Pinus deusifl.o1'a, S. eも. Z. 

( 1) Numbe1's pla，nもed a，も ÍÌrst. (1904) 

( 2) Numbers diminished n叫umlly 1904-1915. 

( 3) Numbe1's a，七 1915 on which d a,te cleaning cuももing carried out. 

(生) Numbers diminished natur乱lly 1915-1918. 

(5) Numbers a，も 1932 on which date もhe ÍÌ1'sももhinning fo1' s. p. L2仏， [iﾆ ca1'rﾏed out�. 

(6) Numbe1's fal1en by もho thinning. 

(7) Numbers fallen by もho second もhinning for s. p. ~， [1J2] by tho ÍÌra，t もhinning fo1' s. p. 

A)込，区却.
( 8) Numbe1's sta,]lcling a,Her the もhinnings.

( 9) Numbe1's diminished natu1'ally 1919-1921. 

(10) Nmnbe1's at 1921 on which date the 出i1'c1もhinning fo1' s. p. 6.込，区三百， ~he second 志hil1nillg

for s.p. A込，店主.1，もhe 事rst もhinning for s. p. .1.込，巴Æ car1'ied out. 

(11) NUl11be1's fallen by the thinnings. 

(12) Numbers sta,nding after もhe もbinnil1g'.

(13) NU1l1be1's diminished naturally 1921-1926. 

(14) Numbe1's a，も 1926 on whicb da，te もhe fourth もhinnìng for s. p. .d込. ITI]. car1'ied 0凶

(15) Numbe1's fallen by the もhinning.

(16) Numbers sもanding a，fもe1' 111e thinnﾍng. 
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(17) Nmnbers dimillished lluturally 1026-1930. 

(18) Numbers at 1030 011 which date the soぞ0]1(1 thﾎnning for 日.p. ~， ffi互] carriod out. 

(10) Numbers fallen by t11e thiIlning. 

(20) Nnmbers ぉ拘nding after the もhiIlning.

(21) Numbers diminished naturally 1030-1033‘ 

(22) Numbers 叫 1833 011 which 品加も11e second thinning" for s.]). ~，区]] carriecl onι 

(23) Numbers fallen by も110 出illnÎng.

(24,) Numbers standing after the thinning. 

Larix Kaempferi Sarg. 

( 1) Numbers planted aも自rsも(1804).

(2) Numbers dimil出lled 11aturally 1004-1014. 

( 3) Numbers at 1814 011 which dato the firsももhinning carried ont. 

( ,1) Nunlhers fallen by the 山innÎng.

(5) NUlnbers 前九nding after もhe もhinning.

( 6) Nnmbers diminihed n叫urally 1914-1918. 

(7) Numbers at 1918 on which d乱te the second thinning earried ouも

( 8) Nl1mbers fallen by もho もhinuing.

( 9) Numbers standing af胎r the もhining.

(10) Numbors diminished naturally 1919-1926. 

(11) N�bers at 1926 011 which dute the third もhil1ni l1g‘ carried ont. 

(12) Nnmbers fallen by もhe もhillning.

(13) Nmnbe1's stallding af七01'もhe もhinning.

(14) Numbers aも 1930 on �hich dal冾 about trees ca1'ried 0凶，

(15) Nmnbcrs diminished naturally 1930-1933. 

(16) Nurnbers 叫 1933 on which date もho fOUl・出もhinnillg carried ouも.

(17) Numbers fallen by もho もhinning.

(18) Nmnbers stal1cling aftel' the もhüming.

市して、 1Jf~ 11 2 を IUl新H<:. J D て ると、第 1 闘及び第 2 rt，Yi]の如きものとなる

のである。

るに、 の本数は1JI奇次接近し来札

ある。又Ila伐時期はアカマツ林は依然として

ももカラマプノ林はj泣栽の特の如何に係らや、例外なく

のIDl~牲?によ

も従って

る

るを?克るのである。 止七の

よ U して Ilß伐後尖の穆i羽を快復することは、カラマツ林はアカマツ林に比して比較的に法

かなることを推知することが出来る、以上の原因は主として枚の仲張欣態に図るものであっ

て くものと iえふことが出来るのである。

(2) 

1 h
H
Y
 

ト
仇

を示せば、次

12 来の捕りである。
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館 12 表

'l'able 12. The courbe of volnme ﾍncrease. (Actual llumber.) 

あP. dかeDsまiflorっa ぷ込 [五盟 ~ 毘三日 Aふ rn:;Q] 備 事Jけ

大正 四年五月
石 7石.22 石 15石.58 石 石

大 JE 七年五月間伐材積 9.16 7.98 一(2) ぷふ庄司第一i司間伐

大足八年五月間伐前材積 55.76 60.11 59.26 46.99 47.53 43.72(3) 

向上 間伐材積 8.88 10.73 15.92 12.37 -.(4) (4ムd込込回庖2万玄江~L 錆紅揮ニ一同同問問f伐立
仁%) く15.9) く17.9) (26.9) く26.3)

同上 残存材積 46.88 49.38 43.34 34.62 47.53 43.72(5) 

大正十年十月間伐前材積 72.38 66.94 65.25 54.25 66.17 62.53(6) 

(全d込ー冨国亙第務第三一二岡同回間間間伐伐伐向上 間伐材積 24.96 23.48 21.60 14.73 29点。 27.09(7 ) 

仁%) く34.5) く33.6) (33.且〉 く27.2) く44.3) (43.3) 

向上 残存材積 47.42 46.46 43.65 36.52 36.87 35.44(8) 

大五十五年十月間伐前材積 96.79 95.52 86.63 74.89 65.11 66.86(9) 

向上 間伐材積 25.98 28.24 一 (10) d会斗区:]]勢四同開{足

え%) く26.8) く29.6)

向上 残存材積 70.81 67.28 86.63 74.89 65.11 66.86(11) 

昭和五年十月間伐前材積 107.83 104.04 128.28 113.23 102.42 101.30(12) 

同上 間伐材積 39.71 35.21 一一(1 3) ぷ込[[]J鋒三同間伐

く%) く31.0) く31.1)

向上 残存材積 107.83 104.08 88.57 78.02 102.42 101.30(14) 

昭和八年十一月間伐前材積 136.16 135.38 112.18 95.93 126.41 126.36(15) 

向上 間伐材積 32.25 24.11(16) d込匡&1第二間関伐

(%) く25.5) く19.1)

向上 残存材積 136.16 135.38 112.18 95.93 94.16 102.'25(17) 

統往間伐材積の合計 68.98 70.43 77.23 62.31 61.55 51.20(18) 

糖、 4文 穫 霊主 205.14 205.81 189.41 158.24 155.71 153.45(19) 

か kらaemまpfe てコL. Kaemnferi ぷ込 ぷ込 臣認 4ふ [1hQJ 備 ゑ.予, 

大正 5 年間 月 l4石.36 2石.08 14石.03 1LZ93 6 9石.85 ふ(1)
大 E三年四月間伐材積 3.09 0.49 2.41 1.52 0.16 0.00(2) 部一i司開f~

く%) く21.5) く23.6) (17.2) く12.7) (1.6) く0.0)

向上 残存材積 11.27 1.59 11.62 10.44 9.79 2.54C 日〉

大正E 八年八月間伐前材積 26.54 3.83 28.16 26.82 29.58 6.56(4.) 

向上 間伐材積 9.84 1.52 8.86 8.40 7.42 1.47(5) 第二時間伐

(%) く37.1) く39.7) (31.5) く31.3) く25.1) く22.4)

向上 残存材積 16.70 2.31 19.30 18.42 22.15 5.09(6) 

大混十五年十月間伐前材積 34.96 4.91 42.76 38.97 47.05 9.80(7 ) 

向上 間伐材積 13.72 1.76 16.70 13.89 19.12 3.87(8) 第三三!司間伐

く%) (39.2) く35.8) く39.1) く35.6) く40.6) く39.5)

向上 残存材積 21.24 3.15 26.06 25.08 27.93 5.93(9) 

PB 和五年十月 30.25 4.90 37.82 32.72 40.00 8.40(10) 

昭和八年十一月間伐前材積 31.83 5.88 44.40 35.18 46.14 9.25(11) 



アカマツ及びカラマ 噌
智
』

ρり

ピG まつ
L. Kaempferi ぷ込 区]J ~ 医互! ぷ込 [芝:-òl 強1 考

Ilij ーと fll] f立材‘ 10.13 1.18 14.01 9.68 14.39 1.75(2) 部四i司 i市 fJ(;

(%) (31.8) (20.0) (31.6) く 27.5) ( 31.2) (18.9) 

向上 残存村・fj'f 21.72 4.70 30.39 25.50 31.75 7.50(3) 

位桧!日j 伐材主廷の合計 36.78 ':1:.95 41.98 33.49 41.10 7.09(11) 

事*!翁品、 穫 i土 58.50 9.65 72.37 58.99 72.85 14.59(15) 

Xot明. Th� uniも“ Kolm" equ乱i もo 10;3.3 x 3.3 x 3.3 m:1 

Pinns donsi゚ora S. eも Z.

(工) Volm:ne a1; 1915 on w bielt date the 11rs1; measuremellt carried out. 

(2) Volume of the fallen t�ees produced from the もhillllÎng carried on 1918. 

( 3) Volume a t 1919 OJl w hich dat.e tho second thinning for 日.p.~込，庄]J，もhe first も11inuin符

for s. p. .&込， []JTI earried ou丸

( 4 ) Vol umc of t.he fall Cn t.rees produced from 1，110 もbinning宥s.

( .5 ) Volume of the remaﾍnﾎng trees aftior t110 thiunﾎngs. 

(6)γolmne at 1921 011 which date 1,he 1，hird もbilluing・ for ぉ.p. Aふ区三誌も11e seeolld thinuing 

for s. p. ぷふ[[JI) and もhe fh・8ももhinnÎng' for s. p. ~， [豆;Q] are carried ont. 

(7 )γolume of the fa,llen trees proclnced from the もl lÎuning仇

( 8 ) Volnme of remainil1g もrees af拘r もhe もhinl1ings.

( D) Volume at 1926 on which date もhe fourもh thinning for 氏 p・ 4込， [i]J carried OUl;. 

(10) Volume of the fallcll t訓)üs produced from もhe もhilll1 Íllg.

(11)γolume of the remaining trees afもl'i' t.he もhinning.

(12) Volume 川 1930 Oll which da加もhいもhird もhil1uillg for s. p. A込，[&到 canied ouι 

(13) VoluJl1c of the fallcn treos 1下roduced from tho もhilluing.

(14) Volume of the remaining trees after t.be もhinning.

(15) Volume at 1933 on which date the fìeeolld もhi l1l1Íng for s. p. &み， ffi&I carried outJ. 

(l�) Volnme 01 the fttllell trees prodn∞d from もhe もhiuning.

(17) Volume of the 1・emaining trees aHer the thillning. 

(18) Total 5um of volurnes of もhe fallen もree5 produced from the thiullil1gs above l11mrLioned. 

(19) Total sum of volumcs of tho Temaining、もrees al1d the fallen もree符 produced from the 

thinnings above mentionecl, i. e. the 1.ota1 cJ'op from each s. p. 

Larix Kaempferi Sarg穐

(1) Volume at 1914 on which daもe the firsも measurement carried out. 

(2) "\アolume of もhe faJlen trees procluced from もhe :fi r・sももhinuin♂ carried onti 1914. 

(3) Volume of もho remaining もrees afもer もhe もhinuil1g.

(':1:) Volume at 1919 011 which date tho second もhinuing~carrie( 1 ou t.. 

(5) Volume of も110 fallen も1・eos produωd from the thinning. 

(�) Volnme of も110 remaining も，rees afもer もhe もhinllillg.

( 7) Volunw at 1926 on which date もho もhircl t.hillning earried ont. 

(8) Volume of tho fallen trecs produced frol11 the thinnillg. 

( 9 ) Volume of rema!l1in日もrees after もhe tbinning. 

(10) Volnme aも 1930 on which date the measnremeniJ of voJumc carried out. 

(11) Volnme at 1933 on which date tille fourもh 仙inning carried ouも.

(12) Volume of the fallen t.rees prodneed from the もhiul1ing.

(13) Volum� of th� remaﾍning trees of th� thillnﾎng. 

(14) 1'0も al 円um of yolumes of the f乱llen もree日 from t.he thinning討 above mentおl1E'd.
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(15) 'l'otal sum of volumes of もhe remaining trees and the fallen もrees produced fro1l1 the 

もhiuDings above mentioned, i. e. 社1e total crop frolll each s. p. 

本表に依り共の 1 町歩蛍り及び 1 陪嘗り材積を算出すれば、第 13 表共工共 2 の如くで

あるO

集 13 表其 1

Table 13 く1)

あP. か iまfl っ ぷ込 GJ2] ぷ込 区五] 4込 度~ 備 長J 

densiflora 

大正 四 3ド三三月 77石.58 90石.72 68石.01 49石.93 38石.17 31Z.3 28 

大朝正七年五月間伐材積 29.55 26.60 ~GJ2]弟一!局間fJ(;

大正八年五月間伐前材積 179.87 200.37 189.93 150.61 157.21 110.13 

向上 rm 伐材積 28.65 35.76 51.02 39.65 (全四ffi]J部部一ニ問!司問間伐伐
(%う く15.9) く17.9) く26.9) (26‘ 3) 一

向上 残存材積 151.22 164.61 138.91 110.96 157.21 140.13 

大正十年十月間伐前材積 233.48 233.13 209.13 174.88 218.86 200.41 

{Add込込回堕Æ 集弟聖書三二一間間同関間関伐伐伐同上 間伐材積 80.52 78.26 69.23 47.21 96.91 86.82 

く%) (34.5) く33.6) く33.1) く27.2) く44.3) (43.3) 

向上 残存材積 152.96 154.87 139.90 127.67 121.95 113.59 

大正十五年十月間伐前材積 312.23 318.40 277.66 240.03 215.36 214.29 

[f:司上 間伐材積 83.81 94.13 一 ぷ込GJ2]部四回開伐

く%) く26.8) く29.6) 一

向上 残存材積 228.42 224.27 277.6G 24003 215.36 214.29 

昭和五年十月間伐前材額・ 347.84 346.93 411.15 326.91 338.76 324.68 

向上 間伐材積 127.27 112.85 ぷ込箆&l銘正問間伐

く%) く31.0) (31.1) 

同上 残存材積 347.84 346.93 283.88 250.06 338.76 324.68 

昭和八年十一月間伐前材積 439.23 451.27 359.56 307.47 418.12 405.00 

向上 間伐材積 106.68 77.27 ぷ込毘詔第二同間伐

く%) (25.5) く19.1)

向上 残存材積 439.23 451.27 359.56 307.47 311.44 327.73 

抵往間伐材積の合計 222.53 234.75 247.52 199.71 '203.59 164.09 

{f.，山.., 牧 護 量 661.76 686.02 607.08 507.18 515.03 491.82 

か 1ζらa まっ &. GJ2] ぷ込 区三日 4ふ 度~ 備 考L. Kaempferi 

大正三年間 月
石 183石.53 163石.14 134Z三18 

石 135石.68 
向上 間伐材積 37.53 43.24 28.02 17.14 1.86 0.00 弟一間関伐

く%) く21.5) く23.6) (17.2) く12.7) (1.6) く0.0)

向上 残存材積 136.89 140.29 135.12 117.74 113.84 135.68 

大正八年八月間伐前材積 322.34 337.94 327.44 302.生8 343.95 351.43 匂

間上 間伐材積 119.52 134.12 103.02 94.74 86.40 78.40 事二国間伐

く%) く37.1) く39.7) く31.5) (31.3) く25.1) く22.4)

向上 残存材積 202.82 203.72 224.42 207時74 257.55 273.03 

大正十五年十月間{毛布サ材積 424.62 433.23 497.21 439.51 547.4生 525.00 
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から まつ
ぷ込 度]] ~ 堕JïJ ぷ込 恒沼 {lil� 来J 

L. Kaempferi 

fríJ ヒ 間伐材校 166.64 155.29 194.19 156.65 222.67 207.32 常三間間伐

く%、) (39.2) く35.8) (39.1) く35.6) (40.6) (39.5) 

同上 残存材積 257.08 277.94 303.02 282.86 324.77 317.68 

11日 手fl 五 5tミト十 月 367.41 432.35 439.77 369.02 465.12 450.00 

昭和八年十一月間伐前材較 386.79 510.18 516.22 396.73 536.51 495.69 

I11J Jニ no f立 4寸 ;fJi 123.04 104.21 162.95 109.13 167.36 93.70 体Iz_t:j l時間伐

く%) (31.8) く20.1) (31.6) (27.5) (31.2) (18.9) 

!日j 上 残存材・:tJi 263.75 414.97 353.27 287.60 369:15 401.99 

êX往 1111 伐材 1賓の合計 446.73 436.86 ,1:88.18 377.66 478.29 379.42 

出窓 J!女 稜 J41τit L 710.48 851.83 841.45 665.26 847.44 781.41 

-節目去其 2

Ta.ble 13 (め'l'he cour5C oﾏ volume increase. (per Hektar) 

あE かまっ
dCl1siflora. L!Û:込 庄三宮 ぷ込 区詔 ぷ込 rn:&l 合w :がJ 

211H.73 7 
11IB 1113 1113 1113 1113 

ブミ エ五 P-Lj年三 月 25.45 19.08 14.01 10.71 8.77( 1) 

大工区七年三月間伐材積 8.29 7.46 - -(ヨ〉 ぷ込~部一i司 fMJfJ(;

大正八年五月間伐前村積 50.47 56.22 53.2ひ 42.26 44.11 39.32(3) 

lrて1 Jニ 間伐材積 8.04 10.03 14.31 11.12 (4. ) 

(%) く15.9) (17.9) (26.9') (26.3) (ムぷ込四ffi]] 1部r:;-.二i間時間間伐伐
向上 残存材積 42.43 46.19 38.08 31.13 44.11 30.32C �) 

大正十年十月間伐前村積 65.51 65.41 58.68 48.07 61.41 56.23(6) 

向上 no fl2;材積 ~2.60 21.96 19.42 13.25 27.19 24.36C7 ) 

(会盟主冊目c%) (34.5) (33.6) く33.1) く27.2) (44.3) く43.3)

向上 残存材積 42.92 43.45 39.25 35.82 34.22 31.87( 自〉

大正十五年十月間伐前村積 87.61 89.34 77.00 67.35 60.41 60.13((}) 

向上 r!fl 伐材結 23.51 26.41 (10) ~込!TIl部閉!時間伐

く%) く26.8) く29.6)

いj Jニ 残存材 152 64.09 62.93 77.90 67.35 60.41 60.13(1l) 

11苦手n ヨL 年十月 I出伐前材1資 。7.60 97.34 115.36 101.82 95.05 91.10(12) 

Iれ]上 li司伐村‘ fft 35.71 31.66 (13) ~[]Jl!部三i時間伐

(%) (31.0) (31.1) 

!日j J二 残存村容 87.60 97.34 79.65 70.16 H5.05 91.10(14) 

昭和八年-1-'一月 n目立前材積 123.24 126.62 88.48 86.27 117.32 113.63(5) 

ドヲJ と 1m 伐材積 29.93 2 1.680日〉 ぷ込rn:&l i客二IliJnn伐

く31{) く25.5) く18.1)

向上 F芝存村松 123.24 126.62 88.49 86.27 87.38 91.95(17) 

邸i 往!1iJ fl2;材較の令計 62.44 65.R6 69.45 56.03 57.12 46.04(18) 

主川時山l 4丈 型i 1円 185.68 192.48 170.34 142.30 144.50 137.99(19) 

か kらa まっ
L. Kaempferi ".(ﾄ. l1ﾆ ぷ込 区;Q] 4込 {玄Æ 4百 考

大正三三年 P_r;l 月 48.94 51.50 45.77 37.84 32.47 38.07( 1) 
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から mまpferっi L. Kae Á込 区ヨ]

向上 間伐材積 10.53 12.13 

く%) (21.5) く23.6)

向上 残存材積 38.41 39.37 

大正八年八月間伐前材積 00.44 94.82・

向上 間伐材積 33.54 37.63 

く%) く37.1) (39.7) 

向上 残存材積 56.80 57.19 

大正十ヨ工年十月間伐前材積 119.14 121.56 

同上 間伐材積 46.75 43.57 

(%) く39.2) く35.8)

向上 残存材積 72.39 77.98 

u;q 平日 五年十月 103.09 121.31 

昭和八年十一月間伐前材積 108.53 145.67 

向上 間伐材積 34.52 29.24 

くJ{J') (31.8) (20.1) 

向上 残存材積 74.01 116.43 

既往間伐材積の合計 125.34 122.57 

糖、 牧 穫 j吐三ゑL 199.35 239.00 

Table 13. (2) 

Pinus dcns 丑ora S. eも z.

4込

止と
口

7.87 

(17.2) 

37.90 

91.87 

28.91 

(31.5) 

62.96 

139.51 

54.49 

(39.1) 

85.02 

123.39 

144.84 

45.72 

(31.6) 

99.12 

136.97 

236.09 

錆三三十七銃

語Æ ぷ込 [豆田

4.81 0.51 一一(2)

く 12.7) (1.6) (0.0) 

33.03 31.96 38.07(3) 

84.87 96.51 98.60(4) 

26.58 24.24 22.00([�) 

(31.3) (25.1) (22.4) 

58.29 72.27 76.60(6 ) 

128.32 153.60 147.30(7) 

43.95 62.48 58.17(8) 

く35.6) く40.6) (39.5) 

79.37 91.12 89.14(9) 

103.54 130.50 126.26(10) 

, 111.31 150.53 139.08(11) 

30.62 46.96 26.29(12) 

く27.5) (31.2) (18.9) 

80.69 103.57 112.79(13) 

105.96 134.20 106.46(14) 

186.65 237.77 219.25(15) 

(1) Volmue at 1915 on wh兤h da胞も11e fìrsも measuremenも carried ouι 

務一間関伐

務ニ間関伐

都三間間伐

鎮西岡I'l市立

( 2) Volume of the fallen もrees produced f l'om もhe もhinnjng carried out on 1918. 

考

(3) Volume 抗 1919 on which date the second もlúnning for s. p. A込，恒三]， the fìrs志社linning

for s.p. ，&}込， lli]J carried ouι 

(4) Volume of 出e fal1en trees produced from the ぬinning.

(5) Volume of the remaining trees af白r もhe thinning. 

( 6) Volurne at 1921 on which daもe 位lird もhinning for s. p. A込，~，もhe second もhil1ning for 

s. p. d.込， []Jï], and the third thinl1ing fo1' s. p. ~，区QJ are carried ollt. 

( 7 ) Volume of fallen trees produced from the もhinnings.

(8) Volume of remaining trees a品目も，he thinning. 

(9) Volume 叫 1926 on which date the fou1'ぬもhinníng fo1' S. p. A込， g]] carried out. 

(10) Volume of fallen もrees produced from the もhinning.

(11) Volume of rernainil1g もrees after the thinning. 

(12) Volume 抗 1930 on which da胞もhe 出ird もhinning for s. p. &込， []JTI carried out. 

(13) Volume of fallen むees produced from ぬe もhinnings‘

(14) Volume of remaining trees after もhe thinning. 

(15) Volume at 1933 on which date 出e second thinning for s p. d込，彊:;Q] carried out. 

(16) Volume of fallen trees produced írom もhe もhinning.

(17) Volurne of remaining trees a紅白地illl1Íng.

(18) Total sum of vo]umes of 出e fallen trees produced from 世1e もhinnings above menもioned.

(19) Total sum of volumes of もhe remaining trees and ぬe fallen trees produced froin 出inllings

above mentioned, i. e. the total crop from each s. p. 
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Larix Kaempferi Sarg. 

( 1) Volume at 1914 on which <l凶e firsも Jnca部urいIn811も carried out. 

(2) Volume of もhe fallen trees produced from the firsももhinning carried on 1 Dl4. 

( 3) Volume of the remainin符 trees after も11e もhinning.

(4) Volume aも 19 1ü on wldch date もbe second thinning carricd out. 

([)) V01nme of もhe fallen もrees produced from もho thinning. 

(6) Volume of も11e remaining もrees afもer もhe thinnl11g. 

(7) Volome at 1925 011 which date もhe もhird もhinning carried out. 

( 8) Volume of fallen trees produced from the もhinning‘

(9) V01ume of remajning もrees 乱れer the もhiuning.

(10) Volume 叫 1920 on whiclt date t11e meaSUremenも 01 volume carriecl ont. 

(11) Volmne at 1933 on wbich date 1,he fourth thinning carried ouも.

(12) Volnme of fallen もreeß produced from the tbill11ings. 

(13) Volume of remaining i;rees afもer the もhi l1Iling.

(14) Total sum of volumes of the fallen もrees poduced from the 山iuning 乱bove menもioned.

(15) Total sum of volumes of もhe remaining trees an<l the fallen trees produced from もho

thinning above mentioned, i. e. も11c も0もal crop from each s. p. 

ïïñ して、笥'!; 13 き去はして見ると、次の:深;:3 闘及び:完'!;4 闘の女11 きもの3 を

である。

以上の二表及び闘を去にJmt して見るとき、アカマツ林に於ては現在材積及び肱住総収穫量共に

密植砲の方が大なるととは、第 1 同及び、第 2 I碍報告と同様で、ある、市してカラマツ林は第 1

同報f訟に於ては肱住総収穫量は斡植極大K、現在材殺は疎杭!圧に大なる傾向を示して)苦たので

あるが、第 21司立立に今!司の調査の結果こに依れば、植栽の同{棋と航住総収穫量との関係は、 i持未

だ{nJ等の傾向を示して局ないが、現在材積は疎t直匿の方が大となる傾向を示して居る様であ

ア jl f守 ツ

Pinus dermiflora 此 eも. Z. 
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アカマツ及びカラマツ の
ぴ

ρり

る O 従って次同の調査に於ては恐らくは、自î佳品!~~~交際金も現在材積も共にIDtr植磁の方大となる

傾向を示す様になれアカマツ林の場合に比して全く を示すのではないかと思はれ

るのである。

植栽の疎密が樹形に及ぼす;影響

(1) 植栽の疎4ヰ?と胸高直符との関係、

先づ試験hliJ} iJ、直控別本;数分~r1の月:]ç態

此の表より弁試験匹目Ij平均直{皇、

とそれは第 14 表(末尾に附す〉の様である

を表示すれば 15 表の通りであるO

部 15 表 各試験!ぽ別平均在住、標準偏差、鑓具係数

Tablc 15. Meanφdiameter (B. H.) al1d its standard devÎ:1tion , eoefficienも

of val'ﾎation in eaeh sample ploも.

アカマツ

P. densifl.ora ぷ込 ~ A込 ffi]J ~ [宣:;m

I1H 6.16土0.05 I 6.1 5土0.05 I 5.71土0.0.5 I 5.62土0.05 I 6.22土0.07 I 6.22土0.07

0.9D::t0.03 I 1.06土 0.04 I 1.18土0.03 I 1. 15土0.03 I 1. 32土0.05 I 1.39土0.05

16.1 17.2 20.7 20.5 21.2 20.5 

11L{ 

和公
八。

ヤ崎司

6βOこと0.05 I 6.61土0.06 I 6.39土0.06 I 6.06土0.06 I 6.5D土0.10 6.58土0.08

1.07土0.04 I 1.14土0.04 I 1.悦土0.05 1. 21土0.04 1.89こと0.07 1.57土0.06

16.2 17.2 Ul.3 20.0 28.7 23.9 

4込 ~ ぷ込 医自 ぷ込 [EQ] 

5.16土0.07 凶7士。γ

0.80土0.05 0.59土問 0.77土仏05 I 0.85土0.06 I 0.88土0.06 I 0.00士山
。
的
O
J
[

昭
和
五

4

Noもes. '1'he unit of n (8un) equals to 1/10 x 1/3.3 m. 

とれを第 11可及び第 2 同調査の結果と釘比するときは、アカマツ林に於ける昭和1 5 年及び

昭和 8 0:1三の測定値は、各試験冨平均直径が接近して来る傾向を認め、又カラマツ林に於ては

依然としてIDft楢回程平均直筏大となる傾向あるととを認めるととが出来る、標準偏差に於ては

疎植磁税その数値大となり、且アカマツ林に於ては尖の縫具係数も疎楠随程大となる傾向を示

して居る賞に根擦を求めて、疎植回程直筏不揃の税皮著るしき{境向があるのを確認するとと
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が出来る。只カラマツ林に於ては~匿に於ける数値の、他試験匿に於ける数値に比して懸隔

してゐるのは、同試験垣内立木本数過少なる鶏に誘導せられた結果であって、之は標準的のも

のとは認められぬ様であるO 次に第 14 表の内容に依って植栽の疎密と平均直径との相関比並

に相関係数を求めた所、共の結果は第 16 表の如くであるO

部 16 表 植栽の疎密と平均註径との閥保

Table 16. Oorrelation ratio. and correlation coefficien七 exisもing beもween

もree numberfl planもed in uniも area and mean diameもers in each sample ploも.

次 不思 閥 よb 相関係数樹 種 丘ド
T 

昭和五年
0.21 ごと0.02 ト 0.19土0.02

アカマ ツ 1930 

P. densiflora 昭和八年
0.15土0.02 十 0.03土0.021933 

昭和五年
0.40土0.04 -0.36土0.04

カラ マツ 30 

L. Kaempferi E苦手口八丘lミ
0.45土0.03 -0.35土0.041933 

今此の第 16 表を見るに、先づとれをアカマツ林とカラマツ林とに分けて検討して見ると

と L する、アカマツ林に沿いては相関比は低くはあるが共の確率誤差の値との封北上、之が

significant なるととを認めることが出来る、次ぎに共の相関係数は其の{直非常に小で、あって、

翠に値の立場から云へば、昭和 8 年に於けるものは之を siginfic.ant のものと見るととは出来

ないのであるが、昭和 5 年の場合のものと、昭和 8 年の場合のものとが悉くlËの符競を取っ

るととは大いに注目すべき現象であると思はれる、卸ち今大正 15 年蛍時(第 2 間報告)

に於ける之と相官する相関係数を検討するに、負の符放を示してゐる、之は何を意味するかと

去へは\元来此の相関係、数は 1 坪蛍り植栽本数と平均直径との間に於ける相関係数を求めたも

のであるから、共の符披が負であると云ふととは、直径は植栽本数と逆の相関関係を持して居

るととを示してゐるのである、換言すれば、植栽本数の大なる程直径は小となると去ふととであ

る、然るに今同の調査に依ると、相関係数の算出方法は全く同一であるに係らや、前向とは

全く異なって英の符放は正を示して居るのである、市も共の数値は低音相関関係、若しくは

insigni畳間nt のものである、訟に於てか植栽のおIt容と千均直径との関係を概論すれば、アカマ

ツ林に於ては、大正 15 年雷時泡は密植直程直径IJ、となるの傾向を示して底たが、共の後昭和

5 年、昭和 8 年と時の経過に伴たひ共の傾向を主主将せしめ、植栽本数大なる程平均直径も叉大

邸ち密植医程千均@[筏が大となる傾向を、現はし来たれるものと見るととが出来る、之は要す

るに長年の聞に漸次共の本数が減少して行く中に、始めの中は疎植麗程疎植の影響を受けて直

径は大であるが、 ì~fVi弐共の 1 問Ji少嘗り本数が近似するにつれて、英の方からの影響の色が簿く

なり、逆に元来密植直桂アカマツの成林に劃して、生態率的に良き依件を持って居るととの全

般的の利袋が、直径の上にも額はれて来たものと見るととが出来る様になったのであるO
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共ぎにカラマツ林に就いて見る t亡、相関上七も相関係数も共に共の数値が梓i常に:大で、あって、

而も相関係、数のね:枕は1incJえを;示して賠る、之校アカマツ林の場合に比して考ふるにアカマツ

林に於ては、間伐の浩行にfl~なひ、植栽の疎絡が平均直径K及ぼす影響は年と共に搾れて行く

様に観察せらる L が、カラマツ林に於ては之とは正反射に、各林分に到する撫育が進行するに

wなひ、年と j与に疎植民程直f~大となる傾向が主主々 となりつ L あるととを認めるととが出

来る、巴IJ ちアカマツ林とカラマツ林とで、植栽の疎特が千均TIïH~に及ぼす影響の去をく正民主Jで

あるととはも元来の樹種毎の特性の然らしむるものである。

(2) 植栽の疎密と樹高との関係

先づ試験直別、樹高階級日Ij本数分配去を作製すれば、5f~ 17 表(末!拾に|討す)のおi く

て、|可表より平均樹高、準偏差及び竣具係、:蚊を算出すると、次の第 ltl 去の通りであるO

UB 

手n O
c。

三五J中
F叫

dド

日百

平日∞
むコ

八。
Fベ

Ha 
手口。

む~

llB 

手11:
八。

Fベ

部 18 去 各試験区別平均樹iFJi、棋準1M義、鑓呉係数

Table 18. Mean height, standard deviat卲n and eoefficient of variation 

of mean lwigh七 in each sample ploも.

アカマ 、ソ

ぷ込 広ヨ ぷ込 店五] ぷ込P. densiflora 

斗s:. ;l匂I-I樹 (尺) 36.54土0.14 37.41土0.15 35.12土0.13 33.59土0.14 36.11土0.24

標準σ偏差(尺) 2.95土0.10 3.02土0.11 3.27ゴニ0.09 3.41土0.10 4.62土0.17

経:%係数( %') 
c.of v. 

8.1 8.1 9.3 10.2 12.8 

平均II1 
(尺)

40.31土0.17 41.62土0.05 39.20土0.19 36.99土0.22 40.28土0.26

標準σ備 3.47土0.12 3.93土0.03 3.72土0.14 4.18土0.15 5.04土0.18

具係数l。pミd】) 
8.6 2.2 9.5 11.3 12.5 

。. of 7 ら

カ フ マツ
ぷ込 区亙 4込 区白 4込L. :Eζaempferi 

弓三 よ勾H粧J (尺) 48.21土0.47 44.38土0.93 54.55土0.43 49.54土0.45 53.96土0.48

概. 差(尺) 5.21土0.33
σ 

3.90土 0.66 4.42土0.32 4.75土0.32 5.00土0.34

経 c典.of係'V. 数(%) 10.8 8.8 8.1 9.6 9.3 

平均『切樹高() 
尺)

49.50土0.58 48.00土0.95 57.57土0.56 51.82土0.56 56.86土0.56

標準偏議()ミ
σ) 6.42土0.41 3.97土0.67 5.81士0.40 5.86土0.40 5.79土0.39

縫 C3-4of係仇数C%) 13.0 8.3 21.1 11.3 10.2 

Noもes. The unit of heighも“ Shakn" eqn叫S もo 1/3.3m. 

[豆;:Q]

33.24土0.18

3.78土0.13

11.4 

37.21土0.22

4.42士0.15

11.9 

[゚Q] 

52.50土1.15

5.37土0.81

10.2 

55.10土1.12

5.24土0.39

0.50 

之を第 1 I可;及び箆; 2 I時の調査の結果と釘j七すると、アカマツ林に於ては窃植磁の方、カラ

マツ林に於ては疎植匿の方が樹高大なる傾向あるととは、 I諮問同様之を認むるととが出来る

が、共の程度はカラマツ林に於けるものは、アカマツ林に於けるものより遥かに綴著である。
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ヨえに樹高不揃の程度は共の標準偏差及び嬰具係数の数値より、アカマツ林に於てのみ前向同様

疎植匿に於て大なる傾向あるを認めるととが出来るが、之に反しカラマツ林に於ては第 2 間報

告並に今!司とも何等一定の傾向を示して居ないO 号えに第 17 表より植栽の疎密と平均樹高との

i聞の相関比、相関係、敷を求めたる l亡、ヨたの第 19 表の如き結果を得たのである。

知 19 表 植栽の掛i 密と平均樹高との闘部

'l'able 19. Correlatioll 問もio anc1 correl抗1011 coe血CÍent. existilJg bet.ween 

もree 11umbers plan臼d in unit t1rea and mean diameもers ﾍll each sample plot.. 

次
本日 関 比 相関係数;鼓 種 五ド

7・

flB in ~b: .1ド
0.38土 0.02 0.26土0.02

もカマツ
1930 

. densi丑ora 日目 手fI � trj:ミ
0.39土0.02 0.25土0.021933 

部ち之を第 11可及び第 2 向調査の結果と主主J比するに、アカマツ林に於ては密植寝程平均樹

高大に、カラマツ林に於ては疎植直程平均樹高大となる傾向を示し 且つ此の傾向は年を逐ふ

に従って綴著とえ主りつ L ある。とれば植栽の疎続と林分毎の平均樹高との関係に於て、府樹種

は全く反撃すの傾向を示し、樹種毎:に特徴のある数億を示すととは益々明確となって来たのであ

るO

ヨたにー湾問齢林内の佃i裂の樹高は直筏に関係、して幾佑する故に、各直径階毎:に茶の平均樹高

と植栽の疎密との関係を求めんと欲し、各直径階別の本数分布をその%を以て示せば\弐の

第 20 表の如くである。

との去の中で、数字に括弧を附したる誼径階に付いて、各試験阻別の平均館高(第 2 表英 1

の相常数字に括弧を附す、同表参J!誌のとと〉を比較するに、第 1 同及び第 2 悶に於て報告し

たと同様に、アカマツ林K於ては常に密植i高の方が平均樹高大と Yまれるも、カラマツ林に於て

は疎植直桂子均樹高大と在る様左傾向を示すを以て、之等の直径階~U~C植栽の疎容に鈎する樹

高の;間関比及び相関係、数を求めた所、次の第 21 表の如き結果を得たのである。

部 21 表 植栽本郵;と樹高との蹄係

震 lz 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 

男 i 祁蹄比 i 附土仏ωω伽Oω仰3訂7引l 附土O倒 0.4位9出O矧 0.5旧.0矧似印列附土仏

ア iτ; I I I I I I I 
ヵ I~ド|相関係数 I 0.62土0.0391 0.37土0.0451 0.37土0.0391 0.21土0.0461 0.29土O.悦61 0.30土0.051

;igl 相関北
ネ|キH 閥係数

0.40土0.0451 0.45土0.0叫 0.31土0.051

0.30土0.0491 0.23土0.0491 0.13土0.055



'tf~ 20 去 試験 1長期"fB: 1([~ r幹刻、所属本数 ~9ò 表

4 次 l手
l゚:? 歪三2

手11 ~ 
ァ I :Ji 医忍

，/S:込

ヵ i 1M] 

ぷ込
日刀工I [hlI 

ツ i 平日 ぷ込

ノ\ ffiJTI 
5戸 4込

[玄;:Q]

4込

昭 Gﾆ 
平日 ぷ込

ヵ i 五 ffi]] 
五ド ぷ込

[童三2

マ i
4込

EE Gﾆ 

ツ i 手11 ぷ込
r¥_ !K9J 

年 ぷ込

E自

2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0' 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 n.:3 10.0 10.5 11.0 11.5 12.0 

0.5 2.1 (5.2) (10.4) (17.1) (18.1) (14.5) (8.8) 4.2 0.5 0.5 

0.5 0.5 (9.2) (11.8) (13.5) (20.4) (14.0) (16.1) 8.1 2.7 お.7 0.5 

0.3 0.7 2.2 7.5 (11.4) (14.0) (17.3) (13.6) (15.1) (8.5) 4.8 2.5 1.5 0.3 03 

1.6 1.9 6.6 (11.6) (17.4) (17.0) (15.9) (12.0) (8.5) 3.9 1.6 J.G 0.4 

2.9 4.6 (5.7) (12.6) (13.7) (12.0) (13.1) (13.7) 6.3 8.0 4.6 1.7 1.1 

1.5 4.7 (8.9) (10.9) (14.1) (13.5) (14.1) (9.4) 6.3 7.3 6.3 J.o 1.5 0.5 

1.0 2.1 6.2 15.0 (14.5) (17.6) (15.0) 13.5 8.3 4.7 1.6 0.5 

1.1 2.2 10.8 9.7 (14.0) (19.9) (11.3) 14.5 9.7 4.3 2.2 --- - 0.5 

0.6 2.9 4.0 10.4 13.9 (14.5) (16.2) (16.8) 8.<1, 4.0 3.5 1.2 1.7 1.2 

1.2 4ユ 7.6 12.9 14.1 (15.3) (15.9) (11.8) 7.6 5.2 1.2 3.4 0.6 

1.1 4.6 4.0 8.0 12.0 (15.4) (9.7) (14.9) 8.6 6.9 5ユ 5..7 2.3 1..7 

1.1 4.8 4.8 9.0 12.7 (13.8) (14.8) (10.1) 5.8 6.3 6.3 4.2 3.7 4.8 4.8 -- - 0.5 

刈
活
法
4

，

%
M
q
N
』
w
d
J
℃

28.6 (8.9) (5.3) 1.8 1.8 

12.5 (50.0) (25.0) 

16.4 (36.7) (22.5) 2.0 2.0 2.0 

20.0 (20.0) (16.0) 2.0 6.0 

16.3 (24.5) (26.5) 12.2 2.1 4.1 

-(40.0) (20.0) 20.0 10.0 

21.8 (21.8) (5.5) (3.6) 

12.5 (12.5) (50.0) (12.5) 

16.3 (18.4) (34.7) (14.3) 2.0 2.0 2.0 

26.0 (1弘0) (16.0) (6.0) 6.0 

8.2 (20.4) (24.5) (24.5) 4.1 2.0 4.1 

--(30.0) (20.0) (20.0) 20.0 

1.8 12.5 (16.1) 23.2 

(12.5) -

4.1 (4.1) 10.2 

6.0 (6・0) 24.0 

4.1 (6.1) 4.1 

10.0 一一 一一

1.8 14.5 7.3 23.6 

12.5 

4.1 4.1 2.0 

6.0 12.0 14.0 

2.0 8.2 2.0 

10.0 一一

U1U 
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樹|年
種 i 次

昭
和i

71 2l 相関係数
マ I ~B I 祁蹄比
ツ I TH 

会 l 相関係数

林業 百十七擁

5.5 6.0 6.5 7.0 

邸ち本表に於て、共の相関比と相関係数の符銃を彼此封土じするに、直径階毎の千均樹高に於

て、アカマツ林は密植磁程大にして、カラマツ林は疎植直程大となる傾向は、第 1 同及び、第 2

!司の報告に比し益と綴著となり、此を各樹種値i有の性質に図るものと確認し得るに至ったので

あるO

(3) 植栽の疎密と枝下高との関係

試験磁別の校下高階~Ij本数分配表は第 22 表(末尾t亡 fíftす)の通りであって、とれより更に

各試験直別平均校下高と、兵の標準偏差、饗具係数等を表示すれば次の第 23 表の如くであるの

HB 
手n。

官。

五0;)
,..., 

丘ド

昭

手n∞
cl';) 

八。
F・4

正予

日吉

平日。
むつ

五。
F吋

年

昭

平日∞
c。

八。
,..., 

丘I三

事 23 表 各試験磁別、平均投下高、標準備選、縫異係数

Table 23. Meall cler leng吐1 ， stalldard deviatioll alld coe:fficiellt of 

variaもiOll of mean clear lellgth. 

アカマ 、ソ

ぷ込 区áI ぷ込 広三日 ，~ P. densiflora 

ZFc校.1 高(尺) 17.33土0.13 17.90土0.14 17.49土0.12 16.82土0.12 16.07土0.16

標準備 2.65土0.09 2.91土0.1 0 2.93土0.08 2.83土0.08 3.14土0.11

鎚 c.oσf係V. 数(σ尺6)) 15.3 16.3 17.7 16.8 19.5 

平均 高(尺) 21.68土0λ4 22.50土0.17 20.75土0.16 20.02土0.15 20.57土0.21
り.

標準σ偏差数{(尺%)) 
2.92土0.10 3.45土0.12 3.05土0.11 2.90土0.11 4.04土0.15

鑓 c呉of係V. 13.5 15.3 14.7 14.5 19.6 

カ フマ ツ
ぷ込 庄司 -~ [@J ぷ;込L. Kaempferi 

平均c.枝L下高(尺) 24.21 土0.32 19.63土1ユ6 25.84土0.41 23.20土0.38 26.00土0.36

標準σ偏差致((尺96)) 
3.53土0.23 4.87土0.82 4.25土O 3.97土0.27 3.73士。

鑓 c具.of係V. ]4.6 24.8 16.4 17.1 14.3 

平均C.校L 高(尺) 25.73土0.35 21.75土1.23 27.31土0.42 24.46土0.31 27.76土0.36

標準σ偏差(尺) 3.89土0.25 5.17土0.87 4.36土0.30 3.26土0.22 3.75土0.26

鎚具c.of係仇数(%) 15.1 23.8 16.0 13.3 13.5 

Noもes. The nlliも of length " Shakn" eqn乱ls to 1/3.3rn. 

[豆沼

14.84土0.13

2.76土0.09

18.6 

19.61土0.16

3.35土0.12

17.1 

箆:;:QJ

23.70土0.57

26.5土0.40

11.2 

25.40 こと0.67

3.14土0.47

12.4 
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本表によるときは、校下高はアカマツ林に於ては概して密植直高く、カラマツ林に於ては各

試験置を通じ、特に)1民序的に嬰化ずる傾向を認めるととが出来ない、又校下高の不揃の程度を

標準偏差及愛異係数に就いて見るに、アカマツ林カラマツ林共にやす等一定の傾向を示してゐな

いο さえに植栽の疎密に劉ーする平均校下高の相関比並に相関係数を算出したるに、ヨたの第 24

の如き結果を得た。

完~ 24 表 ;肱裁の疎締と平均校下向との閥保

Table 24. 00ω1'1'ela凶凶a剖at凶iも妊i占io例11け1叫io a川nd と∞or汀1'e川e叶可刊匂la叫もion coe伍cio白n叫t <ex討is叫t日ir時1瑞gb。ぱt

l1t山l汎mrnbe児e1'路s of もむ1'e伺es pla泊凶n凶i加i冶ed il1 ul叫1吐it a川1'0ω乱 乱Hnd mean clea1' 1eng以t刊もh ﾍn each samplo plot九

次
ﾆ:11 ~~l よ七 祁閥係数経J 志望 丘r~

T 

昭和五年
0.33土0.02 0.19土0.02

T }/マ ツ 1930 

r. densif�ra fI{{ 5fn 八 6r三 。 0.25土0.021933 

11日 �i. 6f三
0.36土0.04 -0.13土0.04

カ ブ ー守 ツ 930 

L.K乱empfe1'i 昭和八年
0.36土0.04 -0.13土0.041933 

とれを第 1 悶及び筋 2 向調査の結果と封比するときは、アカマツ林に於ては前向迄は密植

l匿程校下高高く、且つ漸次その関係高次を示したるに、昭和15 年及 8 年と比較的低下の傾向

を示ずに至ったのであるO 以上は間伐施行並に自然治滅による各試験庖の本数が平均して来た

るととし一般に校依の枯れ上りが平均して来たるととに依るものと認められる、又カラマツ

林に於ては前向と!日各と同様低次の結果とは去ひながら、相関係数のね:統より疎植磁程校下高大

となる傾向が現はれて居る様であるO

以上の結果より、アカマツ林に就いては植栽の疎密と校下高の関係は未だ結論に利遼せで供、

今後の経過を注i視するを必要とするも、カラマツ林に就いてはま口上の傾向を認め符・るのであ

る、然し元来此の樹種の特性として不定芽を生宇、る傾向ある鴻語、校下高の測定位置は時比五

鵠を犬ずる恐れがあるから、カラマツ林に就いては此の磁の数字は狼りに断定を許さどるもの

があると思ふのであるO 然るに前越せるが如く直筏と校下高との聞に於ては、高き相関関係は

認めるととは出来ないが、文一方から見れば、一般に林分は各直径階より成り立って居るもの

官~ 25 表 椴栽本数と杖下両との相関々係

相閥々係 \年-----ヨ炉\、\\直\結\ 階 5.5 6.0 6.5 7.0 

昭和五年 0.45土0.038 0.32土0.034 0.31土0.045 0.31 土0.051
あ

*11 品自 上七

治込 昭和i 八丘ド 0.77土0.022 0.22土0.049 0.32土0.050

:l':. nrr 手n 五年 0.33土0.043 0.28土O心44 0.16土0.049 0.27土O‘052

てコ
1・日開係数

日目平日八主ド 0.31土0.048 0.16土0.050 0.15土0.055
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種樹 相閥々係 年次-~混\在\ 階 5.5 6.0 6.5 7.0 

昭和五年 0.53土0.074 0.37土O‘079 0.57土0.072 一
ì3~ 

本日 開 比

ら 昭和八年 。訓土0.066 0.42土0.092 0.54土0.092

"i 昭和五年 -0.16土0ユ00 0.09土0.093 -0.36土0.094

てコ
相関係数

昭和i 八年 0.13土0.102 0.10土0.098 -0.146土0.127

であるから、比較的に英の麗ずる本数の多き直径階(第 20 表参照)の各とに就き、各階毎に

尖の植栽距離との間に於ける相関関係を検討して見ようと考へ、之を算出したとろと共の結果

は、ヨたの第 25 表のま口く在ったのである。

I3P ちとの表によればアカマツ林の場合に於ては相関比、相関係数共に共の確率誤差との釘比

上 signi:ficallt のものが多く、カラマツ林の場合に於ては相関比は signi:ficant のものが多い

が、相関係数は insigni:ficant のもの多く、而も符競には負を示すものが二、三あるのである、

拾に於て植栽の疎密が枚下高に及ぽす影響としては、英のー林分の平均校下高に於て、アカマ

ツ林に於ては密植医程高〈、カラマツ林に於ては疎植磁程高き{頃舟を認めるととが出来る。ヨえ

に各直径階に就いて見るに、アカマツ林に於ては平均投下高に於けると悶様の傾向を見るとと

が出来るが、カラマツ林に於ては今の鹿殆んど其の間何等の関係を稜見するととは出来友い、

只昭和8 年に室り相関係数の符読は負を示してゐる。部ちアカマツ林と逆傾向を帯ぷるものが

現はれて来たととは、大いに注意すべきととであらふ。

(4) 植栽の疎密と横枝の擁張との関係

各試験思別、枚張階別本数分間表を示せば、第 26 表(末尾に附す)の如くであるO ちたに同表

より算出せる平均校張及びその標準偏差並に幾呉係数は、次の第 27 表の通りであるO

策 27 表 各試験臨別、平均校張り、標準備盤、務具係数

Table 27. Mean R. of branch，品andard deviaもion and ('oe出cient of 

variaもion of mean R. of branch in each sample ploむ.

アカマ ツ
~ 庄三百 ぷ込 医到 ~ 区白P. densifl.ora 

日書 F 7均》 ・枝一 5，長f官、 10.22土0.11 10.81土0.11 9.66土0.10 9.43土0.10 10.90土0.13 乳幼土0.13

辛口。
的 i 僻中日fij :� 2.18土0.07 1 2.25土0.08 1 2.42土0.07 1 2.31土0.07 I 2.63土0.09 I 2.72土0.09五001 I _ (口 1

r-l 

年 i 問問伊弧 21.3 27.8 

B゚ iTFAilもそ~\ 111.09土0.12 10.48土0.16

和的的 I I協中'附苧口 2.44土0.08 1 2.25土0.08.1 2.69土0.10 1 2.45土0.09 1 3.20土0.12 I 3.21土0.11八 001 一、
F吋

年 l 弘法ラ守 i示室9!. 22.0 20.3 26.3 23.7 29.0 30.6 
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カ ブ ー"
、ソ

ぷ込 [!]J ~ [[]J ぷ込 度;]]L. Kaempferi 

日百 2J三 .R均.。t1 
(尺)

7.61 こと0.13 8.75土 0.29 8.45土0.15 8.10土0.14 8.67土0.1 5 8.90土0.22

平日。

標準σ偏差(尺)C(てと

1.39土0.00 1.20土0.20 1.55土O.n 1.42土0.1 0 1.54土0.10 1.04土0.16

3ド 強兵c.ofイ宗ν. 教C%) 18.3 13.7 18.3 17.5 17.8 11.7 

日刀1:1 平 F均f. 縄校一日(長jミ) 8.22土 0.13 8.25土0.26 8.02土0.18 8.54土0.14 8.53土0.15 8.80土0.37

手[1::
燦司会偏差c。

1.42土0.08 1.09土0.18 1.87土0.13 1.51土0.10 1..59土0.11 1.72土0.26八。 σ (尺)
,-{ 

縫具c.of係'/i. 数(%) 17.3 13.2 2.07 17.7 18.7 19.5 

1¥ote:l. Tbe unit of J九 of bran('h “日haku" equal日 to 1/3.3m. 

との表を見るにアカマツ林に於ては殆んど一定であって、共の間何等の傾向を認むるととは

出来ないが、カラマツ林に於ては疎描磁の方が枚張り大とたる傾向丘認められ友いととも友い

のである、而して共の標準偏差及び鑓具係数の上から見て共の不揃の程度は、アカマツ林に於

ては疎植l亙税大であり σ カラマツ林に於ては何等の傾向をも設見出来ないのである。克に進ん

で植栽の疎密と 平均校張りとのi閣に於ける相関上七議相関係数をjどめて見た廃 兵の結果は第

28 なったのである。

部 28 表 植栽の疎穏と平均枚目iえとの関係

Table 28. 001're1叫ion ratio and correlaもiOl1 coefficient exisもillg bctween 

もhe もree numbers planもed in uniも llrea and mean R. of branch. 

フノミ キ日 関 よ七 相関係数;話 .1f三
T 

Il?:l .ffl 3i. .1 r三
O.白土0.02 0.06土0.02

ア カマ 、ソ 1930 

P. densifiora 11日平fl i¥.. .1ド
0.13土0.02 O.OCi土 0.021933 

11日 平日 Ji .11さ
0.29土0.04 … 0.22土0.04

カ フ 一、 ツ 1930 

L. Kaempferi 11日朝i 八五戸
0.17土0.04 -0.09土0.041933 

との来を見ると共の相i錦比の{直は小さいながらも悉く sígnificanL なるととを示して居るが、

相関係数は僅に一個を除く他は、悉く insig l1 i自cant なるを示してゐる、而して共の:符抗を見る

にアカマツ林の場合は常に正、カラマツ林の場合は常κ負である。卸ちとの結果より概論すれ

ば、アカマツ林に於ては不確設ながらも平均校張りは疎11邸主の方寧ろIJ、となる的向が始めて現

はれて来たのである 而してカラマツ林に於ては依然として疎随酪程枝張りの大となる制向を

現はして居る様であるO 然るに抗池せる如く枚張りは直径に関係して鑓佑するものであるか

ら、例により共の麗ずる本数;のlb[史的に大なる各直径階に就き、各階毎に植栽の疎密とのj習に

存する相関比、相関係、激を求めて見たととろそれは第 29 表の如き結果を示したのである。
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第 29 ~ミ 植栽本:数と校践との中日開々係

Z極重J 相関々係 年~次\\\\直\径1 階 5.5 6.0 6.5 7.0 

昭和五年 0.33土0.043 0.20土0.046 0.30土0.045 0.20土0.054
あ 本目 開 上[:;

7), 昭和八年 0.27土0.050 0.29土0.042 0.17土0.055

ま 昭和ヨ工年 0.01土0.0崎 0.14土0.047 0.08土0.050 0.16土0.055

てコ
相関係数

昭和八年 0.09土0.050 -0.13土0.051 0.12土0.055

日目平n ，五年 0.28土0.095 0.36土0.080 0.39土0.092
7)" 本目 関比

ら 昭和八年 0.;~6土0.097 0.31土0.090 0.34土0.115

ま 昭平日立L 丑ド -0.11土0. 1.01 -0.27土0.086 0.10土0.107

てコ
相関係数

昭和八年 0.24土0.098 -0.06土0.100 0.12土0.13

との表に依るときはアカマツ林に於ては相関比は低いたがらも significant の伎を示し、相

関係数は悉く insignificant の値を示して居る、市したがら共の符放はEの場合が多いのであ

る、部ち各直筏階に於ても疎植匿の方枚張り大たりとは必しも云ひ難きj伏態である O ヨたにカラ

マツ林に就いて見るに相関比は、アカマツ林の場合と同じく小ながらもおignificant なるを示

すもの多く、相関係数は半ふじて slgnificant なるか他は insigni自cant のものばか b であ

る、市して共の符銃は正負ーならやであるO 従って植栽の疎密が校張りに及段、す影響は各筏

階別には殆んど何等見るべき傾向は主主いのであるO

(5) 以上の摘要

以上記述したる所を綜合し:-c之を前向調査した結果と比較するときは、カラマツ林の平均直

径は依然として疎植匿大在るとと、叉林分の平均樹高はアカマツ林、カラマツ林共に相反する

結果、邸ちアカマツ林は密植匿の方、カラマツ林は疎植匿の方が大であるとと、殊にとの関係

は比例的に見てカラマツ林に於て綴著なるとと、平均校下高に就いてはアカマツ林は密植麗程

高しカラマツ林は疎植匿程高いとと、平均枚張りはアカマツ林に於ては必しも疎植匿の方大

た b とは去ひ難く、カラマツ林に於ては依然として政植匿の方が大であるとと等である。就中

アカマツ林に於ける平均直径は植栽の疎密に関係なく近似して来た事は、今問の調査によ b 始

めて額著にその傾向を認められるに至ったのであるO

命参考として本試験開始以来今日比五る迄の各測定時に於ける間伐前の平均直径、平均樹高、

平均校下高、平均校張り等を各試験臨Jjlj fC表示すれば次の如くである O



アカマツ及びカラマツ植栽の忌/i帯が成林)1犬態に及ぼす選手響

司王 均 粒I 位五

'1'he course 01 ﾌncrease of mean tree height in each plo丸

~込 庄司

大刀三四1年5 五月 11.70 (3.57) 12.56 (3.81) 12.03 (3.65) 

あ
19 

大五八1年9 1 月 10.57 CG.9:i) 19‘ 79 (6.00) 18.20 (5.52) 

」品Uロ戸同H ES D かま
19 

大正十192年1 十月 2:i.55 (7.14) 24.14 (7.32) 22.73 (6.89) 

大221149fl2L6dit- 十月 31.22 (9;16) 32.09 (9.72) 30.19 (9.15) 

向
日自手{1119L3d0 ド l' 月 36.54111.07) 37.41(11.34) 35.12(10.64) 

てコ

rJB 手n 八19dJ3三月 40.3H(12.24) 41.66(12.62) 39.20(1.1.88) 

大五五191年4 春季 19.22 (5.82) 18.98 (5.75) 20.86 (6.32) 

16" 

旧認凶E@ ω 何 まb 与
:た 11三八1d9;三八月 28.06 (8.50) 28.18 (8.54) 33.07(10.02) 

19 

大正十19三五2:6伊 1' J.l 41.08(12.45) 38.73(11.74) 46.66(14.14) 

昭和i1五93年0 十月 48.21(14.61) 44.38(13.45 ) 54.55(16.53) 
ト」ユ

てコ

昭和八19年3十3 一月 4H.50(l5.00) 48.00;14.55) 57.57(17.4:5) 

く備考〉 単位はjミ、向指弧内の数字は米突翠位換算数を示す

Note日 The numbel's wriももen in ( ) show 1¥1. unU・

司王 l勺 直

匝:;m

11.29 (3.42) 

17.63 (5.34) 

21.61 (6.55) 

29.07 (8.81) 

33祖51)(10.18)

36.99(lJ .21) 

20.21 (6.12) 

30.03 (H.10) 

43.82(1:i.28) 

4H.54(15.01) 

51.82(15.70) 

才(lt
白・ e 
LI::' 

ど長ふ

11.61 (3.52) 

19.20 (5.72) 

23.37 (7.08) 

31.27 (9.48) 

36.11(10.94) 

40.29(12.21) 

20.39 (6.18) 

32.20 (9.76) 

47.07(14.26) 

53.D6(l6.35) 

56.96(17.23) 

The course of illcrease of mean diameter a，も breast height in each plot. 

Á込 庄三百 ぷ込

大工区間1年5 三月 1.72 (5.21) 1.83 (5.55) U�2 (5.82) 
ぜ、ぶ・コ 19 

プミ工区八1d9I三ヨL 月 2.94 (8.91) 2.95 (8.94) 2.73 (8.27) 

晶t日EeGH s t ψ かま
19 

大正十1.92年1 ー十月 3.54(10.73) 3.55(10.76) 3.61(10.94) 

大TE十丘26年十月 5.05(15.30) 5.04(15.27) 5.01(15.18) 

P-I 
昭和 71f9i3年0 十月 G.16(18.66) 6.15(18.63) 5.71(17.30) 

てコ 1930 

昭和八1年93十3 一月 6.60(20.00) 6.61(20.03) G.3G(19.36 ) 

大五 1.86 (5.64) 1,97 (5.97) 2.23 (6.76) 
カ〉

音ぷc同制ω u まら
ブミ IE i¥ ~fC:八)] 2.76 (8.36) 2.96 (8.97) 3.14 (9.52) 

1H19 

大IE汀院ミ土斗-1十i1」9ヨ五了26 4.04(12.24) 4.50(13.64) 4.77(14.45) 

rJl{ 有!1?I9L3d0ド -1-- 月 5.16(15.64) 5.87\,)7.79) 5.88(17.82) 
ド吋、 1930 

てコ
昭和八1Hゴド3寸3 --A}] 5.27(15.97) 6.19(18.76) 6.1H(18.76) 

ω!な考つ 単位はす、向指wr.c内の数字は糠単位換算♂肢を示ナ

Notes. The l1umber ì'iァri もten in ( )ぉhow CI11. unit. 

[豆沼 正金〉

1.86 (5.64) 1.96 (5.94) 

2.78 (札42) 3.37(10.21) 

3.58(10.85) 3.72(11.27) 

4.913(14.94) 5.38(16.30) 

5.62(17.03) 6.22(18.85) 

6.06(18.36) 6.59(19.97) 

2 ‘12 (6.42) 2.40 (7.27) 

3.15 (H.55) 3.36(10.18) 

.. 4.58(13.88) 5.04(15.27) 

5.64(17.0H) 6.07(18.39) 

5.66(17.15) i 6.35(19.24) 

79 

lli:ill 

10.99 (3.33) 

17.96 (5‘44) 

21,65 (6.56) 

28.88 (8.75) 

33.24(10.07) 

27.21(11.28) 

22.56 (6.84) 

31.68 (9.60) 

46.87(14.20) 

52.50(15‘91) 

55.10(16.70) 

区m

1.90 (5.76) 

3.32(10.06) 

3.57(10.82) 

,5.42(16.42) 

6.22(18‘85) 

6.58(19.94) 

2.68 (8.12) 

3.46(10.48) 

5.11(15.48) 

6.25(18.94) 

6.40(19.39) 
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平均校下高

The course of increase of meall clear lellg、I;h in each plo払

~込 G;]] 

大混 1八91年9 五月 8.悦 (2.44) 8.37 (2.54) 7.80 (2.36) 

4思c。凶H 向ê客4 あかま 大足 1十92年1 十月 10.53 (3.19) 10.82 (3.28) 9.97 (3.02) 

大正十1五926年十月 15.01 (4.55) 15.98 (4.84) 13.91 (.4.22) 

向
昭和1五93年0 十月 17.33 (5.25) 17.90 (5.42) 17.49 (5.30) 

てこ〉

昭和八19年33十一月 21.67 (6.57) 22.50 (6.82) 20.75 (6.29) 

大正 1八91年9 八月 13.45 (4.08) 12.15 (3.68) 12.33 (3.74) 

-ぺ長zz@p 泊まb 冶 大正十19五26年十月 22.45 (6.45) 17.00 (5.15) 22.74 (6.89) 

昭和五193年0 十月 24.21 (7.34) 19.63 (5.95) 25.84 (7.83) 

はつ 昭和八19年3十3 一月 25.73 (7.80) 21.75 (6.59) 27.31 (8.28) 

仁備考〉 単位は尺、 f完了括弧内の数字は米突単位換算数字を示す

Noもes. The llumbers wriももen ﾍn ( ) 日how 'M. ullit. 

平 均 校 張

医JD 4込

7.24 (2.19) 6.72 (2.04) 

8.83 (2.68) 9.07 (2.75) 

12.69 (3.85) 12.77 (3.87) 

16.82 (5.10) 16.07 (弘87)

20.02 (6.07) 20.57 (6.23) 

11.59 (3.51) 10.44 (3.16) 

21.33 (6.46) 22.25 (6.74) 

23.20 (7.03) 26.00 (7.88) 

24.46 (7.41) 27.76 (8.41) 

The courEe of illcre悶e of mean R. of branch ill each ploも.

ぷ込 広ヨ A込

大正十192年1 十月 7.30 (2.21) 7.29 (2.21) 7.33 (2.22) 

習4a3 あかま 大工区十1五926年十月 9.00 (2.73) 。 8.85 ('2.68) 8.48 (2.57) 

昭和 1五93年0 十月 10.22 (3.10) 10.81 (3.28) 9.66 (2.93) 

弘つ 昭和八19年3十3 一月 11.09 ¥3.36) 11.06 (3.35) 10.24 (3.10) 

大正八1年9 八月 5.74 (1.74) 6.27 (1.90) 6.74 (2.04) 

-相詰a@官@ 治らまる
19 

大正十1五926年十月 6.76 (2.05) 8.20 (2.48) 7.63 (2.31) 

昭和五192年0 十月 7.61 (2.31) 8.75 (2.65) 8.45 (2.56) 

はつ 昭和八1年93F3id-月 8.22 (2.49) 8.25 (2.50) 9.02 (2.73) 

く備考〉 単位は尺、常括弧内の数字は米突単位換算数字を訴す

Noもes. The liumber wriももen in ( ) show M. unit. 

On もhe mean匤g of R. ~of hranch see Tab1e 9 

VI.結

[[Q] A込

7.59 (2.30) 7.99 (2.42) 

8.71 (2.64) 9.76 (2.96) 

9.43 (2.86) 10.90 (3.30) 

10.35 (3.14) 11.05 (3.35) 

6.74 (2.04) 7.19 (2.18) 

7.20 (2.18) 8.14 (2.47) 

8.10 (2.45) 8.67 (2.63) 

8.54 (2.59) 8.53 (2.58) 

論

第 1 向及び第 2 同報告並K本報告に於て記述したる所を綜合して摘記すれば

区~

5.97 (1.81) 

8.48 (2.57) 

11.82 (3.58) 

14.84 (4.50) 

19.61 (5.94) 

11.12 (3.37) 

22.74 (6.89) 

23.07 (7.18) 

25.40 (7.70) 

度Æ

7.76 (2.35) 

9.41 (2.85) 

9.80 (2.97) 

10.48 (3.18) 

7.21 (2.18) 

7.74 (2.35) 

8.90 (2.70) 

8.80 E2.67) 

1) アカマツ林に於ては昭和 8 年の調査によれば\植栽の疎密に関係せ宇平均直径は略と



アカマツ及びカラマ 81 

同ーとな久平均樹高に於ても同様であって、密植湿の方棺高き傾向を示したのであるO 更に

又本致、現在伐積、並に銃往牧穫材積は諮植置の方が大である。而して個樹の樹形に就いては

樹高、校下高共に大であっても横枚の鍛張小なる良形のものは密櫨匿に多いのである。

2) カラマツ林に於ては、平均直径並に平均樹高共に疎植匿に大にして、現在材積も疎植院

の方大で、あるが、既往総牧穫量はやがて疎植直の方大ならんとして居る。而して本数は各試験

直共同一になる傾向を有し、且佃樹の樹形に就いては、直筏、樹高共に疎植医大にして 良形

の大木は疎植医に多いのであるO

故に第工同及び第 2 I司の結論、アカマツ林は密植を有利とし、カラマツ林は疎植を有利と

すると云ふととを克に強く確認するに至ったのである、市してとの結果はアカマツ、カラマツ

個々の樹種の有する生活上の特性の相具なれるを示してゐると去ふととが出来るのであるO



葉 1 表 其 1 胸高直径階別樹高階別本数分自己表 く昭和 5 年 10 月) (1930) 

Table 1 (1) Correlation 臼ble showing the distribu世on of もree numbers relaもing もo 'Qreast heighも diameもers and heights. 

あかまっ (Pinus densifl.ora S.ω. Z.) 

Ploも

l設:
Classes of heigh抱 Toもal Mean 

試験1~ 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 計 平均〈尺〉

3租5 1 1 32.0 

4.0 3 一一 1 4 33.8 

一 1 1 5 2 - 1 10 35.2 

5.0 1 一 1 1 5 4 3 3 - 1 - 1 20 34.2 

5.5 1 2 2 5 7 4 3 7 1 一一 1 33 35.7 

。ド→、 6.0 1 - 1 2 4 3 5 7 1 1 5 1 4 -ー 35 36.0 

o ~.~ 一一 1 1 1 3 3 4 6 4 4 1 5 1 1 35 37.3 

4ミ込 7.0 く他二計算升訣頂木 2 本アワ〉 一 1 1 1 1 2 3 5 5 U 戸 2 2 - 28 38.1 
戸 7.5 2 一一 正3、 1 5 2 - 1 2 1 17 38.2 

出 8.0 1 1 3 1 1 1 8 38.4 
8.5 1 1 44.0 
9.0 1 1 39.0 

平TEfo計均e血3a(.5寸n i 

1 1 4 8 17 19 24 27 15 27 19 9 13 6 2 1 193 

5.0 6.0 5.8 5.6 5.3 5.9 5.5 6.0 6.5 6.5 6.8 6.7 6.6 6.8 7.0 8.5 

1 1 1 
31.0 

4.0 1 33.0 

50 455 0 
1 - 4 1 1 6 2 2 17 35.2 

一一 4 4 6 1 1 5 1 22 35.5 
5.5 1 1 1 2 4 3 3 4 4 一一 1 - 1 25 36.6 
6.0 3 1 1 4 5 8 9 6 一一一 1 38 36.8 

え 6.5 1 1 - 2 3 3 6 3 2 3 1 1 26 38.0 

. d 7.0 一一 3 - 2 1 7 8 2 3 1 2 1 30 38.8 

庄三百 出 7.5 一一 1 一一一一 1 3 1 3 2 3 1 15 40.6 
8.0 1 一一一一一 1 1 - 1 一一 1 5 38.8 

出 8.5 1 -ー一一一ー 2 1 1 5 40.2 
9.0 
9.5 
10.0 1 1 49.0 

|区卒TM均OeM」(a寸nl >

1 2 6 12 12 17 21 18 35 26 7 11 5 9 3 一一一一 1 

5.5 4.0 6.3 5.0 5.8 5.5 5.7 5.8 6.1 6.5 7.4 7.0 7.4 7.0 7.5 10.0 

∞ 
~ 

M
1

寸
汁
・
欝



2.5 1 1 28.0 

3.0 1 -- 1 2 29.0 

3.5 2 1 1 1 一一一一 1 6 28.2 

4.0 1 1 一一 ゐ。- 1 5 5 1 &。岬 1 .......:.. ヱ 20 32.4 
1 -ー 4 4 4 ぷ。句占 5 5 4 ~ 2 31 33.3 

5.0 1 - 1 1 2 2 9 巴]旨 2 7 6 4 2・4 5 6必3 38 34.2 

5.5 一一 1 4 4 5 4 12 4 6 3 4 47 35.0 

236.0 i 一一一一 2雌 6 ふのd 2 5 11 υ 戸 3 ←ー 1 37 36.1 

4込
~ 6.5 1 一一一 2 2 6 3 5 12 7 1 - 2 41 36.0 

戸 7.0 一一 1 必。... 2 ミり3 2 7 3 。同 1 23 37.3 

出 7.5 1 一一一一 1 。、 1 5 - 1 -- - 1 13 38.2 

8.0 1 ~ 3 2 1 - 7 39.3 
8.5 1 一一 1 1 1 4 40.0 
9.0 1 一一一一 ヱ 37.0 
9.5 1 1 42‘。

To計もおi 一
4 2 6 2 10 12 20 24 27 32 27 39 31 21 5 7 2 1 272 

|平均 1 ・〉 4.0 3.8 4.2 4.3 4.5 5.1 5.0 5.3 5.5 5.4 5.7 6.4 6.0 6.6 7.7 7.1 9.0 7.5 

3.0 ・。4 一 2 4 26.5 

3.5 1 - 。.... 一一一- - 1 1 5 29.4 

4.0 工 3 ~- 6 3 1 1 一一 2 岬 17 30.6 

と器s凶a 3 4.5 
ミ3 2 7 4 4 。“・・ 6 2 -- 30 31.5 

5.0 1 -- 2 ・4 2 6 10 10 G 2 4 2 45 32.7 

5.5 且。・4 ・0・4 6 4 8 5 4 2 6 2 占 1 44 33.8 

S, 6.0 3 一一 1 4 1 5 7 5 4 。- 一- 1 - -- _: 1 41 34.2 

E豆]
ロ 6.5 一一 2 2 4 2 4 3 8 4 1 -ー一一ー一一一 31 35λ 

�j 7.0 2 - 1 1 1 1 5 4 - 2 1 3 - 1 22 36‘7 
戸 7.5 1 3 - - 3 1 2 一一 ー一一 10 36.2 

8‘。 一一 1 1 1 - _- 1 4 38.0 

8.5 9釦d 一一 一ー 1 - 1 4 36.5 

9.0 1 1 40.0 

Total 
2 。'"' 5 11 6 20 25 24 35 30 20 22 28 11 6 5 4 - 1 1 258 

言寸

Mean 
3.0 4.5 5.4 4.5 4.2 4.8 5.2 5.1 5.7 5.8 5.8 6.0 6.3 6.6 6.8 7.2 7.3 7.0 6.0 平均〈寸〉

U
1
H
M
4戸
国
培
，u
U
W
4

α3 
C-Q 



Ploも1r Classes of heights Toもal Mean 

試験直 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 計 平均〈尺〉

3.5 1 一一 I 1 2 5 含9.4

2喜0m 4久.05 
一一 1 2 - 3 - 1 一司 1 8 31:9 
2 -ーーー 3 2 1 1 一一 1 10 30.7 

5.0 1 - 1 3 4 2 1 2 2 1 -- 一一 2 1 2 22 31.9 
5~5 2 -- 1 3 2 1 6 2 1 2 1 1 2 24 34.0 

6‘。 3 3 1 2 2 5 3 - 2 - 21 35.7 
官" 6.5 1 - 1 2 2 1 3 4 3 2 2 1 一一 1 23 3377.3 7 
ロ 7.0 1 - 3 - 3 2 4 4 3 - 2 1 -一一一一 1 24 

t合〉 出 7.5 (他エ計算丹訣渡木 2 本アヲ〉 2 -一 2 - 2 2 一一 1 一一一 1 1 11 39.0 
8.0 1 - 2 一一 2 1 2 1 1 1 1 一一 I 14 41.1 

同 8.5 2 一一 。 一一 1 1 一一 1 1 8 41.5 
9.0 一一一 1 一一 2 3 42.0 
9.5 1 一一一一 1 2 39.5 

1:均M計ea、a寸nl >

1 3 “ 。 3 10 13 11 12 13 12 11 19 14 11 12 7 7 4 1 2 3 2 - 2 175 

3.5 4.7 5.5 4.2 4.6 5.1 5.0 6.3 5.7 6.3 6.0 6.9 6.6 6.5 6.6 6.4 7.9 8.6 8.0 7.3 8.0 7.8 7.8 

3.5 1 1 一一 1 3 27.0 
4.0 2 一一一- 1 一司 一一 2 -ー 2 1 - 1 9 27.7 

1 一一一 4 - 1 4 3 3 一一 1 17 29.6 
5.0 のふd 2 2 5 4 1 3 - 1 1 21 31.4 
5.5 3 1 4 1 3 6 鼻。~ 3 3 1 27 32.4 
6.0 1 一一一 1 2 4 4 5 2 5 1 1 26 33.6 

S. 6.5 1 - 5 4 2 一一 4 4 1 1 4 一一一 1 27 

8233旦456••• 4 7 6 2 り 77..05 一一一 I 2 3 1 3 1 3 2 2 18 

尾白
1 - Lー 1 1 1 4 一一 1 2 一- 1 12 

出 8.0 1 一一 1 一一 1 1 2 3 1 1 1 2 14 
国 8.5 2 1 2 1 1 1 1 3 12 36.7 

9.0 一一一 1 一一 1 2 39.5 
9.5 1 一一 1 1 3 37.3 

10.0、 1 1 39.0 

Mean 2 1 - 2 3 5 9 2 20 18 20 18 21 17 14 12 13 。 5 3 1 192 
計

平B均((eくa寸I1 > 4.0 4.5 3.8 4.5 4.8 5.4 5.0 5.4 5.6 5.8 6.2 6.5 6.6 6.4 7.0 7.4 8.3 8.2 8.3 6.5 

試験直1% 22 23 24 25 26 27 28 29 80 81 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 計 (平均〈尺〉

Plo色 Classes of heighもぜ Toぬi Mean 

Noもes. The uuit of heigh相“shaku" equals もo 1/3.3 meもer. The uniも of diameもer “sun" equals to 1/3.3x 1/10 meもer.

αD 
トい

印
寸
汁
凶
器



務 1 表 其 2 11毎高度経段別、樹高階別本数分自己表 (昭和 5 年 10 月) (1930) 

Table 1. (2) Correlation もable showing the disもribution of もrees numbers relaもing to breasも heighも diameもers ancl heights 

からまっ (Larix Kampferi Sarg.) 

Ploも iir Classes of hejghts Toぬi 主主ean

試験寵 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44. 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 計 平均〈尺〉

一

3.5 1 1 38.0 

4.0 1 一一 2 1 1 一一 1 1 7 41.3 

2宮m E 45 
1 1 1 1 - 2 1 。必d 9 44‘。

5.0 2 - 1 - 2 。、 2 - 3 13 47‘7 
。ド十， D戸.υ戸 1 - 1 - 。ムd 2 4 1 1 2 。ムJ 16 50.8 

ぷ量、
C4 6.0 1 一一 2 工 1 5 54.0 
てプ

�" 6.5 1 一一一一 2 3・ 55.3 

7.0 1 1 55.0 

7.5 1 1 53.0 

Toもal
1 -一一 1 - 3 ム。 畑。圃昼 3 1 4 3 4 5 2 2 8 2 2 4 4 1 2 56 

計

lMm  4.0 3.5 4.2 4.3 4.3 4.8 5.5 4.5 4.7 4.8 5.2 5.0 5.5 5.4 6竜o 6.5 5.8 6.0 6.0 6.5 
平均くす〉

2凶器m 45点.0 
1 1 39;0 

己主 5.5 1 1 39;0 
0.. 

1 1 一一一 1 - 1 (1甄 ~ 6;0 4 45~3 

ゲ 6.5 1 - 1 2 48;0 

1竺平M均e〔a寸nL >

2 一一 一一 1 1 一一一一 一一 0 ・d 2 8 

一
5.0 6.0 6.0 6.3 6.3 

u
v
u
α
4，v
同
9
4
U
α山W
4

CfJ 
C.� 



Ploも i設〉 Olasses of heighも '1'0もal Mean 

試験産 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 平均(尺〉
一τ一一一一山一

4.0 1 一一一一一一一一一 1 0 ・ー 44;0 

, 4~5 1 1 一一一一 2 44~5 

口i 正5.o5 
一一 1 1 一一一一 1 2 5 53;6 

一一一 1 1 - 2 1 1 1 1 8 53.6 

え 6~0 一一一一一 1 2 4 5 1 3 1 1 18 55.2 

4込
β4 

1 一一一一一一 1 ー 2 - 4 3 11 56.5 ~ 6.5 

?"' 7.0 一一一 1 1 62.0 

7.5 一 1 1 61.0 

8.0 一 1 1 61.0 

To計協、1 1 一一一一 1 1 -ー 1 - 2 2 1 1 4 6 7 4 6 5 4 - 2 1 49 

平B均fe〈a寸Il> 4.0 一一一-- 4.5 4.5 -- 6.5 - 4.5 5.3 5.5 6.0 5.8 6.0 5.8 6.1 5.6 6.4 6.4 -- 7.8 7.0 

4;0 1 ー 1 - 1 3 41.0 

4;5 1 一一 1 - 1 3 43司7

1 1 1 1 3 - 1 - 1 2 一一 1 12 47~2 

。Fh  5.5 3 - 2 2 一一 2 -ー一一 1 10 49d 

。. 6~0 1 2 1 1 1 3 1 - 10 51.2 
ffi&] 
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Table 1. (3) 
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アカマツ及びカラマ

本数分配表 (昭和 8 年 10 月) (1933) 

tree 111ll11hers relating breast heighも diameもers and heights. 

(Pinlls densi丑ora， 8ieb. et ZllCC.) 

(Shalm) 

38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 
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ぷ。話 1 ふり4 4KfB 3 G 3 1 5 
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0 ・~ 1 1 ミ。J リ戸 3 4 3 2酬

1 一 1 2 。> 1 G 1 
1 3 2 1 2 
1 1 一 1 
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16 14 20 25 25 18 8 17 2 7 
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1 
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3 5 2 2 2 
2 1 1 。嗣d 5 tぞ~

5 4 1 2 。ーー 3 2 ・4 2 1 
1 3 白r、 。 4 6 1 1 

3 4 2 4 2 1 一 1 
4 4 5 3 4 2 品 1 2 1 
1 1 1 1 3 4 2 2 ふ2 1 

1 -・~ 1 1 1 2 
1 1 1 1 

ヱ1 11 18 19 31 20 20 11 5 5 4 G 一

5.6 5.8 6.4 6.6 6.6 6.6 7.1 7.ら 7.5 7.1 7.8 8.1 ~-

1 
。... 4 2 
5 3 2 1 3 1 
リV 4 3 4 1 
4 5 6 4 3 3 1 
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1 1 1 5 3 2 1 
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1 2 2 1 

1 1 
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4 37.5 
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34 39.9 
29 40.8 
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4 36.電3
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3 45.7 
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アカマツ及びカラマ リ3

本数分配表 くil苦手f1 8 丘ド 10 月) (1933) 

もree numbers relaも，ing diameiJers and heighi凡

(Larﾎx KaempfeTi Sarg.) 

(SJH1,ku) Ivlean 

[52 'にj也つ, 54 55 56 57 58 .5D GO Gl fi2 GB 64 65 60 67 

1 40.0 

8 40.5 

4 4!�.O 

1 1B 48.3 

。倒d 2 12 51.3 

1 。ム」 けぞう 1 1 12 54:.1 

1 1 ;)予 5n.3 

1 調。ー・ 5゚.5 

3 4 3 4 1 2 2 1 1 55 

5.6 行8 6.3 5.n E�.O 6.:1 0.0 

1 I "1'1.0 

'~2.0 

48.0 

4 50.3 

1 52.0 

2 

6.8 

2 44.0 
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。伊d 4 rJ7.D 

。..... 2 。'"' み 九 1 .53':) 
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(Rllalm) 

;")2 53 54 

G 45.2 
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1 ・.、,) 13 50.2 

δ れ F四i 53.4 

1 2 上
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1 1 1 9 ・，) 55日A五
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43.0 
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紫 4 表 其 1 胸高直径階別、校下・高階期本数分配表 (昭和 5 年 10 Jl) 

Table 4 (]) Correlation t.able showing も，110 disもribution of tree numbers 1'elaもing b1'easも heighb diameもe1's and clea1' lengもh8

あかまっ (Pinus densiflora S. et. Z.) 

Ploも iiR Olasses of clear lengt,h Total Mean 

試験1瓦 7 8 9 10 n 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 計 平均(J勺

3.5 1 1 17.0 
4.0 2 1 1 4 20.3 

書吉 き川.5 1 1 b 63 4 1 10 18.6 
1 2 1 3 5 2 3 1 2 20 17.1 
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Table 4. (4) Con・elaもÎon table showil1g the distributioll of tree nUJnbers relating もo breasも beighl; dﾍa.meters and clear lengths. 
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Correlation table showing もhe 心的ribution of tree numbers relating・

to diameもer and R. of branch. 
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林 織報告 務 2 十七披

完~ 7 法其 2 胸高直控F告別、校張階別本数分配表(昭和 5 年四月) (1930) 

Table 7. (2) Correla世on t.able showing dist.ribut.ion of t.ree num.bers relat.ing もo

diamet.er and R. of branch. 

からまっ (Larix Kampferi Sarg.) 
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Ploも Classes of R‘ Total Mean 
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4.5 2 1 ;:、B 6.7 
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試験]認 4 5 G 7 8 9 10 11 12 13 

Plot Claf:seR of R句 ['ot.al I Mean 
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集 7 表 其 3 程程賠刻、校張措 5J1J本数分配表く昭和 8 年 10 月〉 く1933)

Table 7. (3) Co1'1'elatおn ぬb1e showjng the dist1'ibuもion of もree numbe1's 1'e1剖ing to diam凶e1' and R. of branch. 

あかまっ (Pinus densi丑o1'a， 8ieb. et Zucc.) 

Ploも
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1 1 2 2 リ戸 5 2 18 9.7 
6.0 3 6 4 8 4 1 26 10.2 

え 6.5 1 3 8 7 6 9 2 一 1 37 10.5 

2E2t3m e• 7t.O 5 
1 1 2 2 4 G 2 1 2 21 12.3 

2 4 3 7 G 1 3 1 27 12.3 

[nJ 
8.0 3 2 1 3 1 2 4 一 2 18 12.7 

gH -5E酢℃3 F 89 •• 0 5 
1 2 包。)

一 1 8 13.4 
1 1 一 1 4 14.8 

9.5 
10.0 
10.5 1 1 ]5.0 

To計tal 1 1 12 7 33 29 25 33 17 10 7 6 4 1 186 

一一 1 一宇l\Ie治〈aS的1U113・〉> 5.5 4.0 5.5 5.6 6.2 6.3 6.6 6.2 7.4 7.8 8.0 7.6 8.1 8.5 

同
岡
山ω

rト

議



3.5 1 1 7.0 

与E霊量2 4的5 
440 、 。伽d 5 5.8 

b 43 2 。ゐ4 7 7.4 

5.0 1 一 1 。ムd 7 ら 1 1 18 8.2 

~ 5.5 1 2・ 3 7 7 3 1 24 0.3 

日0昌酔f 66.0 5 
2 G 4 6 5 1 1 25 10.4 

3 G リ戸 3 7 2 一 1 1 28 9.8 

0EFF H eD 2 + 7.0 
1 ぞ巳~ 5 4 G 3 3 ゐ。- 2 29 11.8 

ぷ込 7‘5 
。ムa 7 1 3 2 1 16 12.4 

8.0 1 1 2幽. 2 1 7 12.4 

会Z吋語 18990.』0 5 5 

3 1 一 2 。 12.7 
1 1 ゐ。- 16‘。

1 一 1 I 3 15.7 

1 一 一 1 2 14.5 

司MT宇治m〈o音SM〈十u寸nl>> 1 0 63 5 13 24 28 30 25 14 7 7 G 6 3 1 173 

5.0 4.0 4.9 5.5 5.6 5.9 6.5 6.6 7.4 7.4 6.9 7.8 7.7 9.5 7.5 

告iζ白E也。E 43.0 5 

2 2 7.0 

2 1 2 1 一 1 7 7.9 

4.5 2 2 4 1 1 2 1 13 7.5 

。ド~ 5.0 I 1 4 7 4 3 3 22 8.6 

0g ・ 5.5 1 4 U 戸 に.;)矛 4 5 1 1 2生 9.3 

6.0 G 5 5 G ゐのd 2 26 11,0 

6.5 。ゐd 2 4 4 7 H リ 2 1 27 11.5 

3主酢� ア 7.0 
2 4 3 6 3 2 20 11.5 

ffiﾆ 7.5 2 2 3 3 1 2 13 11.4 

Z P E O 吋ι8.0 
1 一 E 一 4 一 一 1 1 1 9 13‘4 

8.5 1 一 1 2 12.0 

9.0 1 一 1 2 4 13.0 

9.5 工 ヱ 11.0 

To計tal 2 6 15 18 21 25 28 27 13 11 1 一 1 工 1 170 

EJ3F1-士6〈号乱S〈I1寸IUI>>
一

4.5 4.6 4.7 5.3 5.9 6.1 6.3 6.8 7.0 7.0 6.5 一 8.0 8.0 一 8.0 

吋
》

4
U
L
M
q
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W
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〕
{
凶
∞



Ploも 校張〈尺〉 Olasses of hO.lizonもal proiect.ion of 吐1e longes七 branch. (8haku) To句i Mean 

試験藍 直径 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 計
平(8均ha〈K尺11)>

一 3.5 1 1 2 5.0 

E2詰6可1k g思宮m 445L •• 0 5 0 

3 3 1 1 8 7.4 
3 一 3 1 7 8.8 

1 1 5 3 1 2 1 14 9.0 
5.5 3 5 1 6 4 2 21 9.4 

s.. 6.0 1 4 7 7 3 2 2 1 27 9.9 

i)EEFZ皇 677••• 0 5 5 
1 4 4 1 4 1 2 17 11.1 

4 2 4 6 4 2 2 1 26 11.2 

ぷ込
1 2 4 4 2 1 15 10.6 

8.0 2 1 1 1 1 2 2 1 1 12 13.6 

珂5EHZ899 •• 5 5 0 
1 2 1 3 1 1 9 14 .. 6 

1 1 1 2 一 1 1 1 2 10 15.2 
1 一 1 1 1 4 17.0 

一 3 17.3 

1 6 12 18 19 33 23 18 10 10 8 4 3 3 4 3 175 

一
3.5 4.7 5.0 5.8 6.5 6.2 6.5 6.6 7.4 7.9 7.7 8.6 8.2 8.7 9.3 9.2 

1包金5m国 44.5 0 
1 1 4 1 2 9 6.2 

1 3 一 3 2 9 8.2 
5.0 1 1 5 5 2 3 17 7.9 
5.5 2 1 3 7 4 4 3 24 8.4 

え 6.0 1 4 3 6 5 4 1 1 1 26 9.5 

可i6M5 
1 2 7 4 6 4 3 1 28 10.5 

2 2 4 3 4 2 1 1 19 11.2 
7‘5 2 2 2 4 1 11 12.2 
8.0 1 2 1 1 2 1 1 2 ' 一一 12 13.1 

区ヨ
8.5 1 一 1 1 2 3 1 1 1 1 12 12.8 
9.0 1 3 2 1 1 8 14.5 
9.5 1 1 3 1 一 1 7 15.7 

1 一 1 2 13.5 
1 1 2 18.5 

一 一
ャー-

1 5 10 17 21 25 29 号。 15 15 5 8 11 2 3 i 1 189 

4.0 5.3 4.4 5.4 5.5 6.0 6.5 6.6 6.7 7.4 8.7 8.4 9.0 9.0 7.8 9.5 10.5 

試験直 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 音十 平B均1eくa尺，I1 >
Ploも 枝〈張尺>

Olasses of borÍzon加1 projection of もbe longes七 brancb. (Sbaku) Toもal (Sbaku) 

Noもes. On R. of branch see Table 7 (1) 
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穿~ 7 表其 4 iì笠怒階別、校日長暗別本数分配表く昭和 8 年 10 JD く1933)

'l'able 7. (4・) Correlation tahle showing‘ distrihuもion of もree Dumhers relaもing to 

diameも。r ana R. of hranch. 

アカマツヱえぴカラマ

(Larﾏx lζaempferi Sarg.) 

Toぬl

G.O 

G.1 

7.5 4 2 2 

8.5 

8.7 

8.9 

9.0 

9.5 2 1 

55 1 7 21 11 8 
4、

Q 4 

1 

8.3 4 

9.0 1 

1 3 

1 

8 1 2 4 1 

てコまらカ〉

Classes of borizonぬ1 projecもiOD of 吐1e 1011認est hruncb. (Shaku) 

4 .5 G 7 8 9 10 11 12 13 

PIOも

試験}認

1 

8 2 1 

1 

1 生

13 

12 1 

2 

1 

G 

ド
リ

2 

3 

2 

2 

1 

4込
12 

3 

<:) 

D 6 
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。
向d1 

8.0 

6.0 

10.0 

1 

1 

1 

5.5 5.8 

1 

5.7 5.0 5.0 4.2 4.0 

庄三百

6.0 6.8 6.1 5.5 

6.0 t:) 

"" 1 

8.0 2 1 1 

11.0 1 1 

8.4 8 1 2 3 1 

8.4 

9.3 

9.8 
,.., 
d 4 1 2 
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12.0 1 1 
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5.0 1 1 
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Classes of borizont.al. projecもion of もbe longe前 branch.

4 5 6 7 8 9 10 11 12 

林

6.0 

7.3 

8.4 7 2 O 
'"' 1 1 

8.6 

8.7 

9.9 8 3 1 町
ιA 2 

9.0 9 ,_, 1 1 1 

9.0 3 1 1 1 

50 1 3 8 17 8 9 3 1 
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Ploも

試験直

3 

6 O 
M 

2 

2 0 
・d

1 

13 

7 
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1 

5 
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1 

3 

1 
区]J

6.5 6.5 5.9 5.7 6.2 4.9 4.7 4.0 

6.0 1 1 

6.8 4 1 1 1 1 

6.0 1 1 

8.0 4 9 -1 1 

8.3 

8.8 

9.3 12 0 
・d7 2 

9.5 0 
・41 1 

10.0 1 1 
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10 

12 

2 

。
駒d2 

2 

2 

3 

4 

1 

1 

2 

1 

4込

9.5 2 1 1 

49 7 5 15 11 'l 
0 

F噂

i 1 

6.6 

2 

9 ... 
1 1 

1 

10 1 2 3 3 1 

7.5 

計

Toもal

Classes of borizont.al projecもion of 吐le longesも brancb. (Sbalm) 

4 5 6 7 8 9 lO 11 12 13 

5.0 

8.3 

9.5 

8.5 

11.。

3 

2 

1 

容7.3

1 

6..5 

1 

1 

6.4 

O 
H 

5.7 5.4 4.5 

1 

L芝Æ

1 

7.0 6.5 6.3 4.0 

試験E

Ploも

Noもes. 011 R. of branch see Table 7. (1) 
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策 14 表試験直別、直筏措別本数分醍表

Table 14. CorreJat.ion table sho\YÍng もhe distribu甘011 of もree 11umbers 1'elat.ing to diameもe1' classes and sample plots 

樹主主
年度

2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0 10.5 11.0 11.5 12.0 
平均

月q Mean 

d直合d区合込羽E>2 

1 4 10 20 33 35 に 35 28 17 8 1 1 193 6.16 
flB ヱ 1 17 22 25 38 26 30 15 5 5 1 186 6.15 

o 
1 2 主，主、 20 31 38 47 37 41 23 13 7 4 1 1 272 5.71 ア 手口

む!~ 4 5 17 30 45 44 41 31 22 10 4 4 1 258 5.62 
五; 5 8 10 22 24- 21 り3 24 11 14 8 3 2 175 6.22 o 

カ 田ー時吉凶m 戸目。'-
!rF. 正3 。 17 21 27 26 27 18 12 14 12 ・ζ~ 3 1 192 6.22 

?ー・1

度 ] G 2] 59 115 168 200 198 183 145 78 52 34 8 G 2 1276 

合AE4[豆込E h 司
ヨ 4 12 29 28 M 29 26 16 9 3 1 193 6.60 

flf] ム。ー 4 20 18 26 37 21 27 18 8 4 1 186 6.61 • 、
O? 

<同ベ 手口 1 υ 戸 7 18 24 25 28 29 16 7 。 9 ・4 3 。 173 6.39 
o? d り 7ア 13 22 24 26 27 20 13 9 。> 4 1 170 6.06 

八 。“ 8 7 14 21 27 17 26 15 12 9 10 4 3 6.59 0;, 
ツ .:1}'ミ 2 9 9 17 24 26 28 19 11 12 12 8 7 2 り~ 1 6.58 

,..-{ 

度 計‘ 円i 33 44 103 140 158 171 144 108 74 46 31 16 7 電りj 1 1086 

1 7 9 ]3 16 5 むg、 1 1 56 8 5.16 
1 1 4 2 5.87 

2 2 5 8 18 11 1 1 1 49 5.88 
3 3 12 10 10 8 1 3 50 5.64 
りゐJ 3 。~ 8 12 ]3 G 。品調d 49 6.07 
1 壬 。ゐ4 鼻2 1 10 6.25 

1 15 18 32 43 53 39 11 '; 司p 包3 222 

1 8 4 13 1? 12 3 2 55 5.27 
1 1 1 4 1 8 6.19 

2 2 1 8 9 17 7 1 1 1 49 6.10 
、3 G 7 13 7 8 3 。、 50 5.66 
ム7 4 1 4 10 12 12 2 1 2 49 6.35 
1 3 2 。“・4 2 10 6.40 

1 15 16 23 38 42 46 27 8 2 3 221 

3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0 10‘5 11.0 11.5 ] 2.0 

一 一 一一一一一一一一ーー. H
H，
吋

No加s. The lmiも of (官邸neter “ 8un" equals もの 1/10;3.3 m. 
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策 17 表;試験臨別、樹高階

Table 17. Correlatioおもable showing the distribuもion of もree

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 

2 

6

1

2

9

 

ー
i

O
九
回

w
h
u
円
O
H
O

A
A
O

“

1

ム

9
02 1 2 

1 w
h
u
Q
U
Q
υ
Q
U
Q
u
o

“
 

1
E
A
1

よ

Q
d
O

九
回

Y
A
Y
A

庁t

，
i

月
4
0
4
1
A
d

せ

0
4
9
h
M
O
h
M
0
4
1
A
1

ょ

4
4
W
4
9
4
n
u
o

“
門

d

$

1

3

2

1

1

 

Q
U
0
4

ウ
'
ハ

v
q
O
T
A

1

1

2

3

1

2

 

門4
0
4
d

官

w
b
o
h
M
O
O

1

1

2

3

1

1

4

 

0
0
ρ
O
A
U
s
t
y
i
n
u
 

2

2

1

2

 

4

2

2

5

3

8

 

す
よ

O
点
マ

i

ぜ
i

一

y
i
々
n
u
n
U
A
U
n
U

…

1

ょ

o
h
M
す
よ
り
ハ

M

T
Z
A
O

占
口

u
q
b
o

，U

2 1 2 2 10 15 29 14 61 74 89 118 122 122 122 131 

1 

1 2 2 

1 2 

1 

0 
・4

1 3 

1

1

5

1

6

0

 

マ
i
y
i

5

5

6

 

6. 14 3 24 17 

1 7 10 7 12 

5 13 19 8 23 

8

4

6

 

0

4

0

4

 

8 10 12 

2 6 11 

9 9 12 

y
i

噌
i
y
i

2

1

5

 

3 - - 3 2 4 1 4 11 16 34 16 52 51 64 87 

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 

35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 

1 1 

1 1 2 

2 2 1 

3 223  1 4 3 4 522  8 

2 

1 

2 

1 1 1 

1 - 2 1 2 2 1 7- 5 4 14  

2 - 2 一一- 2 1 3 - 2 

1 一一- 1 一一一一 2

1 。
駒

1 - - 1 4 3 7 4 8 4 7 10 9 11 13 5 17 

2 1 2 

1 

1 

1 

1 

1 245  

1 1 

1 - 2 

1 

1 

6 4 

1 

1

2

1

 
1 2411136- 3 

2 1 1 - 2 、 1 1 

1 1 

1 - - 1 4 2 3 2 5 6 8 6 4 9 16 5 6 

35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 

The uniむ of "Shaku" equals to 1/3.3 111. 
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別く年度別)本数分自己表

numbers relating to classes of height and saJnple. plots. 

38 39 40 41 4.2 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 
平均CJミヲ

lV[ean 

27 19 9 13 G 。ム4 1 193 36.54 

35 26 7 11 5 ‘、、ョ 1 186 37.41 

31 21 5 門d 2 1 272 35.12 

11 G リ戸 4 1 1 258 33.59 

14 11 12 7 7 4 1 。ゐ4 AりJ 。必a 。ム」 175 36.11 

13 6 リド 3 1 192 33.24 

131 89 43 45 21 16 7 2 3 、 z・、~ 3 1276 

16 14 20 25 25 18 8 17 2 7 193 40.31 

11 11 18 19 31 20 20 11 5 5 4 。 1 186 41.62 

20 17 22 19 19 13 υ 戸 4 3 1 1 1 173 39.20 

21 20 13 5 10 4 R4>?P 4 。~ 170 36.99 

11 14 13 17 12 11 11 9 。、 5 ，。、 3 1 b ‘3 り 1 175 40.29 

21 18 12 11 11 5 7 白g、 4 1 189 37.21 

100 94 98 96 108 71 54 48 24 19 8 9 ゐ。 3 2 2 1086 
一一四一日明白一

38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 平均(Jミ〉

52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 54 65 66 67 平均(尺〉

2 ・2 4 4 1 ーり 56 48.21 

8 44.38 

1 4 G 7 4 6 ら 4 2 1 49 54.55 

6 6 1 。~ 1 1 1 2 50 49.54 

3 2 5 2 5 9 モ1: 4 2 1 49 53.96 

1 1 。回 1 1 10 52.50 

12 14 17 16 13 19 10 11 2 2 。ゐd 222 

3 4 3 4 1 2 0 ・a 1 1 1 55 49.50 

2 8 4.8.00 

内a楢. 2 4 4 2 5 υ ド 5 1 3 G 1 りんd 1 49 57.57 

・2 4 4 5 2 3 1 2 4 50 51.82 

1 3 日戸 4 aぞ3 必。 2 3 6 3 心e、 4 2 49 56.86 

3 1 2 1 1 10 55.10 

10 13 15 17 10 7 8 11 10 10 11 4 10 4 2 1 221 

52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 低 l平均
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第四表 試験区別，校下高

'l'able 22. Correlation もable showing もhe distributioll of tree 

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

6以) 4 11 8 25 向御園~2 26 35 20 15 13 

1 1 1 1 1 9 9 7 22 32 19 30 16 20 

1 3 4 リ戸 7 12 。り。向 29 47 39 22 28 16 

3 2 8 7 9 15 28 44 37 40 25 14 14 

1 2 5 G 7 22 11 11 27 27 21 13 10 4 

2 3 5 9 19 23 25 29 23 23 16 8 3 2 

2 2 10 18 28 43 81 80 133 167 192 170 118 86 69 

g 日 3 6 10 27 19 25 

1 1 2 3 3 7 4 11 14 18 

2 さ 5 13 15 15 14 21 

1 3 3 4 4 16 11 30 20 28 

1 3 3 8 10 5 7 11 15 19 18 

1 1 5 1 6 6 4 20 26 25 19 15 

2 2 9 8 ?3 34 24 69 77 123 105 125 

1 1 1 1 3 2 

2 2 1 

1 1 1 4 2 

1 1 2 3 2 11 

1 1 1 4 

1 

4 一 ヨ 5 6 5 10 20 

3 1 1 2 

1 1 1 

1 1 2 2 

印刷品 3 1 4 

1 1 2 

1 

1 0 ・4 3 3 6 6 10 

7 8 9 10 11 12 13 14 16 16 17 18 19 20 21 

Noもes. The uniも of length “ Shaku" equals to 1/3.3 m. 
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階別く年度別〉本数分配表

numbers relating to elasses 01 clear lel1gth and sample plot札

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 
平均(尺‘

Mean 

8 3 1 193 17.33 

12 ・2 2 1 186 17.90 

18 4 3 1 272 17.49 

6 4 。ムd 258 16.82 

5 2 1 175 16.07 

1 一 1 192 14.84 

50 15 9 2 1 1276 

24 21 19 15 10 7 2 1 193 21.67 

18 27 26 25 11 7 1 3 1 1 ・2 186 22.50 

28 22 11 n 巴。) 2 1 1 173 20.75 

16 19 11 0 ・4 1 一 一 1 170 20.02 

26 10 14 7 6 4 “ 。 2 3 1 175 20.57 

25 16 7 6 >。 2 2 189 19.61 

137 115 88 66 33 22 8 7 4 2 3 1086 

8 9 6 6 3 4 3 3 1 56 24.21 

1 2 8 19.63 

4 5 。曲a・ 6 5 7 2 3 3 1 1 1 49 25.84 

5 2 8 tり) 4 。同 2 1 1 1 1 50 23.20 

5 7 3 。 4 1 4 8 2 1 1 49 26.00 

2 3 。画d 1 10 23.70 

13 22 29 13 26 14 15 9 15 6 1 むe、 1 aりp 222 

5 2 3 7 7 5 ら 5 3 3 2 1 55 25.73 

M り 1 一 2 8 21.75 

3 一 1 3 G 6 5 処3 5 5 ミ。-' 2 1 49 27.31 

5 3 6 5 6 G リH 3 1 50 24.46 

0 ・4 3 4 5 4 生 7 。伽d リド 3 ら 1 49 27.76 

1 1 2 1 1 2 1 10 25.40 

18 7 15 19 25 22 19 22 11 8 10 10 3 1 221 

~2 23 24 25 26 27 28 包9 30 31 32 33 34 35 



務 26 表 試験直別、校張 i啓別く年度別〉本数分配表

Table 26. Correlaもion もable showing もhe distribuもion of tree numbers relating司 to R. of branch and sample plo旬‘
皿a

樹 程 ア カ 『、 ツ (P. densflora) カ フ ーマ ツ (L. Kaempferi) 

年度訳: 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 平く尺均> 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 計 平く尺均]

昭 4弘 1 4 18 20 31 34 33 22 18 6 4 1 1 193 10.22 1 3 4 18 18 10 1 一一 1 56 7.61 

~ 1 4 5 .22 21 29 31 33 23 G G ミ。タ 2 186 10.81 1 3 2・ 1 1 
‘出

8 8.75 

手口
4込 2 3 18 36 32 41 43 38 25 17 10 3 3 - 1 272 9.66 1 6 7 '8 14 10 2 1 49 8.45 o 

むつ
f]_:]J 1 7 15 25 46 44 45 34 20 7 G 2 5 1 258 9.43 8 10 13 9 8 2 50 8.10 ヨL

c:> 

阿ぷ込 2 5 7 14 26 30 2生 22 20 10 8 ー 4 1 2 175 10.90 1 一一 2 6 14 13 7 4 2 49 8.67 

年
区百 1 5 9 20 24 29 29 12 21 12 10 7 品町 一一一 2 192 9.80 1 一一 7 “ 。 10 8.90 

度 4 19 55 120 158 192 210 172 143 97 48 30 14 8 4 2・ 1276 2 4 21 42 56 55 29 9 3 1 222 

昭 ぷ込 2 10 20 26 34 30 23 20 12 6 5 4 1 193 11.09 4 3 8 11 21 7 1 55 8.22 

l1&l 1 1 12 7 33 29 25 33 17 10 7 6 4 1 186 11.06 1 - 4 2 1 8 8.25 
手口

4込 1 3 5 13 24 28 30 25 14 7 7 6 6 3 1 173 10.24 1 - 5 4 8 9 11 8 2 1 9.02 c。 49 
c。

ffiJTI 2 6 15 18 21 25 28 27 13 11 1 1 1 - 1 170 10.35 1 - 3 9 8 19 8 3 1 50 8.54 八
c:> 

,.., d込 1 一一 6 12 18 19 33 23 18 10 10 8 4 3 3 4 3 175 11.05 1 7 3 11 15 5 7 49 8.53 

年
~ 1 5 10 17 21 25 29 20 15 15 5 8 11 2 3 - 1 1 189 10.48 1 - - 3 巴りP 2 - 1 10 8.80 

度 計 3 11 30 79 108 152 180 151 130 82 55 36 32 17 10 4 5 1 1086 2 6 19 24 45 67 34 19 4 1 221 

年度!?Zi 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 計 平〈尺均> 4 5 6 7 8 9 10 11 ]2 13 計 平〈尺均>

Noもes. The uni志 of R. of branch “ Shaku" equals to 1/3.3 m. On もhe meanﾍng of R. of branch see table 9. 

〕
〔
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Sata, K. , Oshiro, 1ζ ‘， KoikeJ :M.; 

A Reporも on tho Effect of 、iVidencモs of Plantatioll (1'1'00 Inunbe1's p]a]ト

tcd ﾌn unit a1'ω) fo l'・ tho Advantage 01' D�:advantago Oll SilvicuJturo,: ancl 

byproducもionally ぉOlllG Sもudios about the St1'uctnre of Stands l'・elating 1.0 

Diarnder, Fleight, Clear L�gth and Lcngth of Branch. 

( :1) This expo1'iInenも iぉ started fr・0111 the dato 190Ll and stiJ1 continued. 

8011'10 eleUWl1 tarv a1'ticlωare d08cribed as followぶ:

(a) T1'oe kind. .Japanose 1'ed pi11 (,; (Pinnぷ densi註01・a 礼町七 Z.) and 

Japanoso ]a1'oh (Larix Kaompf�1'i Sarg.) 

(b) 1"ho ぉituation of the fo1' es七日以外 t fo1' thitづぞxpωÏInc\n t. Fo1' oおも οf

" Oneyama ", Go1'Yõ, UsuÍl11achi, GUl11ma p1'�ecLu1'o (Statu forust OC'-

10ngs to Takasaki Local Fo1'est Office, Tokio Divisional O�1��.) 

(c) B1'ief histOI・y. Establishment 1別姓.

Thü 戸l'st l'cporも issued 1924. 

The second 1・eport issued 1927. 

This 1'epo1'もお issued as the third l'oport, alld fOI'・ thé futnre nf thiぉ ex­

periment iも lnust bc expocted to be continued. 

(2) Main artioles 1'oported in this papol'. 

(a) Tho e盟ocも fo1' the t1'oatl11(mt of stan心.

(b) Tho 0宣ect for tho dooreasillg Colll'se oﾎ tho troe, l1Ulnbel'仇

(0) Tho e茸oct fo1' tl:Hぅ inc1'c>asing oou1'se of the vohune of stand札

。1) Tho 正直oot for tho t1'oo fonn , i. ο. n1はn dimneter, 111ぞan lJoightl 

l110all clear longth and 111ea11 radial longth of the horizonial p1'ojocω 

tion of もho longeおも bl'allCh of a tr・ü f>

(0) CODolusion abouも advantago alld dたadvantago on silvionlture 1'8-

lating to tlw wicloneおお of p]alltation i. e・ tho t1'� nU1nbωs planted 

a七五1・Dt ill uniも area.

(f) SOl110 etatistical studios abouももho str・ llcture of stalld. 

( 3) Outlin� of tho p1an of thiぉ üxporÏ1nent. Tho1'o al'e settlQ<ﾌ six 

samplo plots for each kind of troo, thuぉ totally there are twolvo ::aulplo 

plots. The kinds of samp]o plot a1'o as follows: s. p. of plalltation of 4.5 

(Shaku) triangle (shown by ~) and roctangle (ShOWll by 匹盟)， S. p. of 6.0 

(Shakll) triang]o (shown by ぷふ) and r・ectangle (i:3hown by ffiJD), and ぉ. p. 

of 8.0 (Shaku) triangle (shown by ぷ込) and roctangl� (show口 b:yア[盟). Tho 

nwasuremont of a singlo tree a1'o carriod out aももho Sall1� tﾌl110 of eXf 、 0118鵬
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ion of thinnil1gs and もhe other 五eld wo1'ks. 

The 1'osults of this expe1'ﾏlnent a1'o conside1'od undor the compa1'ison of 

the actual nUlnbers convortod to po1' hektar. 

( 4) The effect for the t1'eatInellt of おもallds. The actually becOlning 

courses of thinnings call be known by Tab1o. 10. It has a liもも1e value to 

pay attentioll that the t�os of thinuings 1'oqui1'ec1. fo1' piue forest becomes 

on differonももime for the sarnp10 plot each, whi1e fol'・ larch fo1'esももho tﾌlnes 

lnostly coil1side. 

(5) T11.e e質問も fo1' the dec1'easing course of tree llumbe1's. As the Table 

10 and Tablo 11 (2). show the 1'apidity of c1ecrease of tree numbor is laト

ger in the s. p. of close plalltation. For the 1'eaSOll of this fact if the 

t�bers of pine p1'oduced f1'Oln thil1niDgs aro f:mitable fo1' fuols 01' raw lnaｭ

te1'ials of pulp, the quick rapidity of decreasing nl1mbe:r not c1i1'ectly lneaｭ

ns the disadvantage of close plantaもion. COllt1'a1'y genel"ally the tinlber of 

Jarch is unsuitable fo1' fuels, thus for thiぉ case tho wide plantation is lnore 

advantageous もhan the case of close OllO. 

( 6) The effect for the illcreasing eourse of volurne. As tho Tablo 12 

alld Table .13 (2). show we can reeognize such tendency that the volum of 

to-day in the s. p. of closo plantatioll iぉ larger than it in the s. p. of wide 

plalltaもion for tho pino forest, but fo l'・ the foresも of lareh there are not yeも

found any clear 1'esult. F1'onl the stancl point of eomparison of totaI ero “ 

ps untill to-day, it seelns もo bo roeognizable tho1'e is such tOl1cloncy thaも

もhe e10se one is lnore advantageous than wide plantaもion for the case of 

pille fo1'est, but fo1' the caちe of the fo1'eおも 10f larch tho1'o still no cloar 

resul七 can be found. 

(7) Tho e茸ecも fo1' the t1'ee fonl1. 

(a) Diameter. As the Table 14, 15 and 16 show for tho pine forost 
there can be recognized slightly snch tondollcy that the lllean diaｭ

lnote1' in wide 0110 j ぉ la1'goI'もhan it in closo p1alltation, but the 

actual di首位勺nce of lnoall diall1eterぉ is 80 small that we can consicler 

110 advantago 01' disadvantage frOln this fact. On the contra1'y for 

the forost of laTch the lllean dialllotor in wido 0110 is docic1odlv laト

ger than i七 in cl080 plantation, thus we rocognize thi8 fact, with no 
hesitation, a8 a advalltago of wide plautaもlOll.

(b) 1王oight. As tho Tab10 17, 18 and 19 show for the pine forest iも

is rocognizablo thaも the lnぞan hoigh七 in C]OSO ono is a li杭10 lal'ger than 

iも in wide planta七ion. This fact can be though七 as a advantage of 

close plantation, while for the fo1'est of larch thore lays tho rolatioll 
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1n V1co-versa for tho ca州 of pinの fOlや吋， thnお W(J count thiぉ fact a 符 a

advantage of wide p]an:tation. 

(c) Clcar longth・ The tοndüllcic、科 ap]waring on cl(~a1' lengLh have 

salne sellse wi th tho ea附 of llcig11丸山ld we 会どい thinking samいthing

about advantages and disadvantage白川 tho ca80 of hoighi� becauf:l() thn 

1'0おult ﾍs oppoぉito bei吊700n two kin d針。f trc:es Table 22, 2B, 2生). 

(cl) Radial lüngもh of tho horizontal projoction 01: tll� branch・

As もhe Table 26, 27 and 28 戸how the1'c are fonnd only weak co1'rι 

lation oxi行ting botweon widonい州 (i. e. ]J1 In1. be1's of trn{'H plan ted i II 

unit a1'oa) of plantatiol1 an(l th い nmnbor of th�; kiwl 1"<\]atin日 to

b1'anch. 

(8) Concluぉion. Let n向おhow tho faets app:a1'ing 川 th(リ・esuJtド οf thir-; 

expcriJnenも with a table aぉ follOìvお:

rine Larch 

c10se p1. 

お訟も;持 of 1 1 吋帆 1凶a叫刈山も討h悶e町r I 1'11山伽州伽0\山開\\'γ?
r1 乱dvan凶b乱8g、eous I recs 1 

Volnme l laragdev, a11tJagoou日 日111aiSl乱~dvdisadvantageo11s 

Crop i lar乱gdov，an11乱2・e011s snail1M川、e t心
disadvanもagcous I 1'e日nlも

日matl ，

i乱ragflev，ぉnもageous small, l |lar乱Diall1fちもtちr I disadval日1もli乱gghetorus 
but. vゃ1'y

di丹泣イlvrmt.agぞous I aflvant乳ばい011日

He刕ht I h乱町tげr乱gdpV t礼工ctllÜLg'(い空刊州01口1お smahila, {1 disadvall (;ageous 
N111ali, l ilaragdcv , 

disadvanta!!'一eOllS I advan t,n,geüus 

Clear 1叫・t11 1 1 でおな州ageou smal1, 日mal円la，d ィlisa(lvant.ageons (1isadvantag(~ons 

R. of branch I 
削 yet 川ve to I OI Drancn I resu lt, 

H 1/ H 

Ii-'rOln abov� tabl� we etLll f仇y as followi':¥: probably fo1' pine p]antation 行

tho cOlnparable c]o附 plantation shou1d b8 rocomm.ondablü, on tho contrary 
for ]a1'ch p1aniations tho com.parablc wide plantation 内hould bu 加lvantag(い

ou仇

Thought thosc exporÏJnent, cover・ ing all abovG ぉinglぃ results， it j ぉ the

n10叫 I・orna1'kable fact thaも the all rosults ap�ea1'ing in the course of disｭ

cussion of thi向。xperinHmt， hav� rnostly contradictional t�clcncies between 
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two kindiづ of treos i. e. one of them piIle the othel・ larch， toεolve thi'3 

problell1 will be the 1110st ﾎ111portant poinも leaved to future. ¥Ve think tho 

Holu tion of this fac t will be b1'ought by the fu 1'ther 品udios of morphology, 
taxonorny, ph)ァsiology， eco10gy etc. especial1y the ecological works 8hou1<1 

bo tho pioneel'. 

(9) 80n10 studiωabout t110 structu1'o of stands. At tho 陥me tÜl1e, 
tho twehアe F:all1_ple plotぉ used for thiぉ experÌll1ent aro tho serie.s of t"welveｭ

con日01・ouぉ even-agod fOl・estお， thus, we studied on theぉe twolve.stands about 

C0111n1011 habits rdaもiwr to tho str、ucもUI・e of stalldtづ.
む

(付a) Tho 1'elatioll be“tv司刊L

al口ld a show there exists a1wayγお ho叶igh C01'1'O叶lat札101口1.

(b) The relatioll between diamote1' ancl clear longth. As tho Table 

4, 5, 6 (1) and 6 (2) show もho1'e existぉ wea]ζcorr・olation ， but f1'o111 

tho 1'0ぉult of Tablo 6 (2) it is considored that this rolation iぉ1'oco­

gnizablo very oxactly fo1' tho fo1'oおも of pino but llot fo1' the forest 

of la1'ch. 

(c) The r・elatioJl between diauleter and radial length of tho hor包olltal

projection of tho longest branch. As the Tablo 7,8 anc1 9 show thωe 

exists conside1'ably heigh correlation. 

Notes. The unit of lengthμShaku" epuals to 1/3.3 M 

The uni t of area “ Tsubo" epuals _ to 6;>( 6/3.3 x 3.3 M2 

The unit of volurno “ Koku" equals to 10/3.3 x 3.3 x 3.3 JY13 




